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中国証券市場
   開放の中で成長
容易ならざる中日の起点回帰
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フォトニュース

【社会】第6回全国国

勢調査が1日にスタートし

た。写真は北京市太陽園

で、各世帯を訪問・調査

する調査員。

（陳誠撮影）

【科学・技術】スーパーコンピュー

ターの計算速度を競う世界ランキング

「TOP500」が14日に発表され、グレード

アップした中国の「天河1号」スパコン

2期システム（天河―１A）が1位になっ

た。写真は「天河1号」の稼動状況を監視

するスタッフ。（岳月偉撮影）

【国際】胡錦濤国家主席は４日にフランス

を公式訪問し、サルコジ大統領と会談した。

双方は戦略的パートナー関係を全面的に推進

することで一致した。（劉建生撮影）

【国際】ソウルで行われた

主要20カ国・地域(G20)首脳会

議は12日、「G20ソウル・サ

ミット首脳宣言」を採択して

閉幕した。 写真は各国首脳お

よび国際組織の代表。

（李学仁撮影）

【文化】ナイロビで開催さ

れたユネスコ無形文化遺産保護

条約に関する第5回政府間委員

会で16日、中国が申請していた

「漢方鍼灸」、「京劇」が「人

類の口承および無形遺産に関す

る傑作代表リスト」入りするこ

とが決議された。（新華社）

>> >>
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フォトニュース

【スポーツ】第16回

アジア競技大会が12日

から広州で開かれた。

写真は広州海心沙広場

で行われた開会式とア

ジア競技大会卓球女子

準々決勝での福原愛選

手。（新華社）

【中日】第18回

アジア太平洋経済

協力会議(APEC)非

公式首脳会議が13

日と14日に横浜で

行われた。会議期

間中、胡錦濤国家

主席は菅直人首相

と会談し、双方は

いずれも両国関係

を前進させていく

意向を表明した。

（李学仁撮影）

【社会】上海市中心部に

ある28階建ての教員向け高

層住宅で15日午後、火災が

発生した。（新華社）

【国際】23日午後、韓国西部

延坪島附近で朝鮮と韓国の砲撃

事件が起きた。（新華社）

【国際】温家宝総理は24

日、ロシアのメドベージェ

フ大統領とモスクワの大統

領官邸で会談し、両国関係

や重大な国際問題について

深く、率直に意見交換し

た。

（鞠鵬撮影）
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トップ記事トップ記事

闞
治
東
氏
は
１
９
９
０
年
１
２
月
１
９
日
に

上
海
で
聞
い
た
銅
鑼
の
音
を
一
生
忘
れ
な
い
だ
ろ

う
。
当
時
上
海
市
市
長
だ
っ
た
朱
鎔
基
（
後
に
中

国
国
務
院
総
理
に
就
任
）
が
叩
く
銅
鑼
の
音
は
、

上
海
証
券
取
引
所
が
取
引
を
開
始
し
、
中
国
に
資

本
主
義
国
家
に
し
か
な
い
証
券
市
場
が
出
来
た
こ

と
を
世
界
に
向
け
て
告
げ
て
い
た
。

闞
治
東
氏
は
当
時
申
銀
証
券
の
総
経
理
で
、
上

海
証
券
取
引
所
の
設
立
に
か
か
わ
っ
て
い
た
。
申

銀
証
券
は
当
時
上
海
に
３
社
し
か
な
い
証
券
会
社

の
１
つ
だ
っ
た
。

上
海
証
券
取
引
所
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
半
年

後
、
１
９
９
１
年
７
月
１
３
日
に
、
深
圳
証
券
取

引
所
が
設
立
さ
れ
た
。

２
０
年
が
過
ぎ
、
中
国
証
券
市
場
は
現
在
す

で
に
米
国
証
券
市
場
に
次
ぐ
世
界
第
二
の
証
券

市
場
と
な
っ
た
。
上
場
株
は
１
９
９
０
年
の
８

銘
柄
か
ら
今
年
１
１
月
２
０
日
現
在
２
０
７
７

銘
柄
ま
で
増
え
、
当
時
１
２
億
１
０
０
０
万
元

だ
っ
た
時
価
総
額
は
現
在
２
５
兆
元
を
超
え
て

い
る
。

二
十
年
の
成
長
の
道

上
海
証
券
取
引
所
と
深
圳
証
券
取
引
所
の
設
立

は
国
際
社
会
に
向
け
て
中
国
が
改
革
開
放
路
線
を

堅
持
す
る
決
意
を
示
し
た
が
、
当
時
中
国
国
内
で

は
大
き
な
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
「
証
券
市
場

の
姓
は
『
社
』
か
『
資
』
か
」
（
証
券
市
場
は
社

会
主
義
か
資
本
主
義
か
）
を
問
う
論
争
を
巻
き
起

こ
し
た
。

北
京
大
学
金
融
・
証
券
研
究
セ
ン
タ
ー
の
曹

鳳
岐
主
任
は
中
国
で
最
初
に
証
券
市
場
の
設
立
を

提
起
し
た
学
者
の
一
人
で
あ
る
。
「
あ
の
時
は
株

式
制
と
証
券
市
場
は
社
会
主
義
な
の
か
、
資
本
主

義
な
の
か
と
い
う
問
題
で
論
議
が
起
こ
り
、
わ
れ

わ
れ
も
誤
解
さ
れ
て
や
り
き
れ
な
い
思
い
を
し

た
」
。
曹
鳳
岐
主
任
は
言
う
。

１
９
９
２
年
１
月
に
中
国
改
革
開
放
の
総
設

計
師
で
あ
る
鄧
小
平
が
深
圳
を
視
察
し
、
い
わ

ゆ
る
「
南
巡
講
話
」
を
発
表
し
て
証
券
市
場
の

設
立
を
肯
定
し
た
後
、
論
争
は
よ
う
や
く
収
束

し
た
。

現
在
で
は
、
中
国
に
は
す
で
に
上
海
証
券
取
引

所
と
深
圳
証
券
取
引
所
の
メ
イ
ン
ボ
ー
ド
市
場
、

深
圳
証
券
取
引
所
の
中
小
企
業
ボ
ー
ド
、
創
業

ボ
ー
ド
市
場
な
ど
多
複
数
の
株
式
市
場
体
系
が
構

築
さ
れ
て
い
る
。

中
国
証
券
市
場
は
１
９
９
７
年
の
ア
ジ
ア
金
融

危
機
と
２
０
０
８
年
の
国
際
金
融
危
機
を
経
験
し

た
が
、
ど
ち
ら
の
時
も
市
場
の
発
展
に
影
響
す
る

よ
う
な
重
大
な
事
態
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
国
際

金
融
危
機
の
発
生
後
、
中
国
証
券
市
場
の
動
き
は

す
で
に
世
界
の
証
券
市
場
の
動
き
に
影
響
を
与
え

始
め
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
ユ
ー
ロ
ネ
ク
ス
ト
グ
ル
ー
プ
が
発

表
し
た
２
０
１
０
年
上
半
期
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本

市
場
Ｉ
Ｐ
Ｏ
（
新
規
公
開
株
）
お
よ
び
二
次
発

行
調
達
統
計
報
告
書
に
よ
る
と
、
今
年
上
半
期

に
世
界
で
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
最
も
活
発
だ
っ
た
国
は
中

国
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
行
っ
た
企
業
の
所
在

国
別
統
計
で
見
る
と
、
調
達
額
の
上
位
３
位
は

順
に
中
国
、
米
国
、
日
本
で
あ
っ
た
。
深
圳
証

券
取
引
所
は
Ｉ
Ｐ
Ｏ
１
６
１
銘
柄
、
調
達
額

２
２
６
億
ド
ル
で
１
位
と
な
り
、
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ

ユ
ー
ロ
ネ
ク
ス
ト
グ
ル
ー
プ
が
Ｉ
Ｐ
Ｏ
５
５
銘

柄
、
調
達
額
１
３
４
億
ド
ル
で
２
位
、
東
京
証

券
取
引
所
が
３
位
、
上
海
証
券
取
引
所
が
４
位

で
あ
っ
た
。

中
国
経
済
の
変
革
を
促
進

上
海
証
券
取
引
所
が
設
立
さ
れ
た
時
、
最

初
に
上
場
し
た
８
社
は
い
ず
れ
も
国
有
企
業
で

あ
っ
た
。
国
有
資
産
監
督
管
理
委
員
会
研
究
セ

ン
タ
ー
資
本
・
市
場
部
の
盧
永
真
部
長
に
よ
る

と
、
こ
れ
ら
の
企
業
が
上
場
後
に
見
せ
た
活
力

に
よ
り
、
中
国
国
有
企
業
の
株
式
会
社
制
へ
の

制
度
改
革
に
弾
み
が
つ
き
、
国
有
企
業
の
株
式

会
社
化
と
上
場
の
ス
ピ
ー
ド
が
加
速
し
た
。
過

去
２
０
年
間
に
、
多
く
の
国
有
大
型
企
業
が
複

数
株
主
を
持
つ
会
社
へ
と
制
度
改
革
し
、
上
場

に
成
功
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、
証
券
市
場
を

通
じ
て
、
個
人
で
も
そ
れ
ま
で
絶
対
的
国
有
企

業
で
あ
っ
た
こ
れ
ら
の
企
業
の
株
主
に
な
る
こ

と
が
可
能
に
な
っ
た
。

外
資
経
済
や
民
営
経
済
も
急
速
に
発
展
し
た
。

特
に
多
く
の
民
営
企
業
が
上
場
し
た
こ
と
で
、
中

国
経
済
は
国
有
企
業
が
絶
対
的
な
主
導
的
地
位
に

あ
る
経
済
体
か
ら
国
有
、
民
営
、
外
資
が
多
元
的

に
存
在
す
る
経
済
体
へ
と
変
わ
っ
た
。
「
証
券
市

場
は
他
に
代
わ
る
も
の
の
な
い
役
割
を
果
た
し

た
」
と
盧
永
真
部
長
は
語
る
。

曹
鳳
岐
主
任
の
見
方
で
は
、
中
国
証
券
市
場
は

今
日
ま
で
に
４
つ
の
成
果
を
収
め
た
。
ま
ず
、
証

券
市
場
は
中
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
体
系
を
変
え
、
中
国
市
場
経
済
の
成
立
を
促
進

し
た
。

第
二
に
、
証
券
市
場
は
国
有
企
業
の
制
度
改
革

を
非
常
に
大
き
く
促
進
し
た
。
現
在
中
国
の
市
場

中
国
証
券
市
場

    
開
放
の
中
で
成
長

２０１０年１２月１９日は中国証券市場誕生２０周年

の記念日である。この２０年間、ゼロから出発した中国

証券市場は、１９９７年のアジア金融危機と２００８年

に発生した国際金融危機の度重なる洗礼を経験しながら

次第に成長し、海外市場との一体化も日増しに進んでい

る。中国証券市場発展の歴史を振り返るにあたって、こ

の２０年をどう見るか？中国証券市場は中国経済にどの

ような影響を与えたのか？次の一歩はどうするべきか？

いずれもじっくりと考えるに値する問題だ。 

１
９
９
１
年
、
上
海
証
券
取
引
所
が
開
業
し
、
朱
鎔

基
氏
が
開
業
式
典
に
出
席
し
た

１９９５年以前の旧株券（周誼撮影）

本
誌
記
者 

 

蘭
辛
珍
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競
争
を
行
う
大
中
型
国
有
企
業
は
す
べ
て
株
式
制

に
移
行
し
、
上
場
後
そ
の
企
業
制
度
は
き
わ
め
て

大
き
く
変
化
し
た
。
単
純
な
国
有
企
業
か
ら
現
在

の
よ
う
な
会
社
制
度
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
市
場
化
を
通
じ
て
、
本
当
の
意
味
で

市
場
を
理
解
し
て
い
る
企
業
家
と
市
場
に
順
応
し

た
中
介
機
関
が
育
成
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
中
介
機

関
に
は
投
資
銀
行
、
評
価
機
関
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
機
関
、
会
計
士
事
務
所
、
弁
護
士
事
務
所
な

ど
が
含
ま
れ
る
。

第
四
に
、
新
し
い
投
資
ル
ー
ト
が
提
供
さ
れ

た
。
証
券
市
場
に
よ
っ
て
中
国
に
は
新
た
に
「
股

民
」
（
個
人
株
投
資
家
）
と
い
う
人
々
が
出
現
し

た
。
株
式
市
場
投
資
人
口
は
２
億
人
近
く
お
り
、

彼
ら
の
仕
事
と
生
活
は
株
式
市
場
の
上
が
り
下
が

り
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。

今
後
の
発
展
の
重
点

米
国
の
量
的
緩
和
政
策
と
ド
ル
の
弱
気
相
場

に
よ
り
、
中
国
の
経
済
官
僚
た
ち
は
ホ
ッ
ト
マ

ネ
ー
が
中
国
に
流
入
し
実
体
経
済
に
衝
撃
を
与

え
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。
中
央
銀
行
の
周

小
川
総
裁
は
、
ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー
の
実
体
経
済

へ
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、
ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー
を

「
プ
ー
ル
」
に
集
め
て
お
き
、
ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー

が
海
外
へ
流
出
す
る
時
を
待
っ
て
放
出
す
る
こ

と
を
提
起
し
た
。

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
は
、
こ
の
「
プ
ー
ル
」
は

お
そ
ら
く
株
式
市
場
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

る
。
現
在
の
中
国
株
式
市
場
規
模
か
ら
す
る
と
、

ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー
の
衝
撃
を
和
ら
げ
る
だ
け
の
力
は

十
分
に
あ
る
。

し
か
し
、
外
資
企
業
の
中
国
Ａ
株
市
場
へ
の

上
場
で
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
市
場
へ
の
参
加
を

付録：中国証券市場の二十年
１、新中国初の証券取引所が開業

１９９０年１２月１９日、上海証券取引所が上海浦江飯店で正式に設立された。初代総経理の尉文

淵氏は人民銀行から５００万元を借り受けて上海証券取引所を設立し、中国資本市場の新時代が幕を

開けた。当時上場して取引されたのは国庫券・債券３０銘柄と株８銘柄のみだった。

２、初のＢ株 

１９９１年１１月、上海真空電子器件股份有限公司が海外投資家向けに額面価格１００元の人民元

特殊株を１００万株発行し、１９９２年に上海証券取引所で上場した。中国証券市場で最初のＢ株で

あった。

３、鄧小平の南巡講話が中国株式市場の発展基調を決定

１９９２年１月、鄧小平が深圳取引所を視察後、「株は資本主義のものだという人もいるが、上海

と深圳でまず試行してみた結果、成功だということが証明された。資本主義のものの一部は社会主義

制度でも用いることができるようだ」との講話を発表。これが当時はよちよち歩きだった株式市場の

発展基調を決定づけ、中国株式市場は急速な発展段階に入った。

４、中国証券監督管理委員会設立

１９９２年１１月に中国証券監督管理委員会が正式に設立され、劉鴻儒氏が初代主席に任命され

た。中国証券監督管理委員会の設立は、中国の資本市場がその行為を監督管理し、規範化する国家的

権威部門を有するようになったことを示していた。

５、「証券法」発表

１９９８年１２月、「中華人民共和国証券法」が全国人民代表大会で審議・可決され、１９９９年

７月１日から正式に実施された。

６、ＱＦＩＩ（適格海外機関投資家）制度がスタート

２００２年１１月５日、中国人民銀行と中国証券監督管理委員会が共同で「適格海外機関投資家に

よる域内証券投資についての管理暫定規則」を公布。中国の適格海外機関投資家（ＱＦＩＩ）制度が

正式にスタートしたことを示すものだった。

７、株権分置改革

２００４年から中国は正式に株権分置改革がスタートした。株権分置改革とは非流通株も上場し流

通することができるようにすることであった。

２００６年末に株権分置改革がおおよそ終了。株権分置問題の解決は中国証券市場の成立以来影響

が最も深遠な改革であり、中国証券市場の発展に向けて大きな障害が取り除かれた。

８、中小企業ボード誕生

２００４年６月２５日、中小企業ボードが深圳取引所で取引開始。中小企業ボードの株流通量は

１億株以下と定められた。

９、創業ボード誕生

２００９年１０月３０日午前、創業ボードが深圳取引所で取引開始。急成長するハイテク企業が

次々に創業ボードに上場した。

１０、株価指数先物が取引開始

２０１０年４月１６日、８年の構想期間と４年の準備期間を経て、最初の金融先物取引である「滬

深３００」株価指数先物取引が正式に開始された。

許
可
さ
れ
て
い
る
の
は
Ｑ
Ｆ
Ｉ
Ｉ
（
適
格
海
外

機
関
投
資
家
）
だ
け
で
、
個
人
海
外
投
資
家
の

参
加
は
ま
だ
許
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
Ｑ
Ｆ

Ｉ
Ｉ
に
は
資
産
規
模
の
制
限
も
あ
る
。
周
小
川

総
裁
の
言
う
と
こ
ろ
の
「
プ
ー
ル
」
が
本
当
に

株
式
市
場
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
つ
ま
り
今

後
中
国
株
式
市
場
が
さ
ら
に
対
外
開
放
さ
れ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
証
券
市
場
で
は
現
在
、
グ
ロ
ー
バ

ル
ボ
ー
ド
の
開
設
も
検
討
し
て
い
る
。

申
銀
万
国
証
券
研
究
所
の
蒋
健
蓉
研
究
員
に
よ

れ
ば
、
中
国
は
す
で
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ボ
ー
ド
開
設

の
た
め
の
条
件
が
ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
。
上
海
証
券

取
引
所
と
深
圳
取
引
所
は
制
度
、
取
引
、
登
録
・

決
済
、
情
報
な
ど
の
面
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ボ
ー
ド

開
設
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
、
海
外
企
業

も
中
国
国
内
の
証
券
取
引
所
で
の
上
場
を
強
く
求

め
て
い
る
。

２
０
１
０
年
１
１
月
１
２
日
、
株
価
指
数
が
弱
気
見

通
し
と
な
り
、
両
市
場
と
も
に
株
価
ボ
ー
ド
は
下
落

を
示
す
緑
一
色
と
な
っ
た
。
写
真
は
安
徽
省
淮
北
市

の
証
券
営
業
部
で
株
式
市
況
を
見
つ
め
る
個
人
株
投

資
家
（
李
江
松
撮
影
）

２００４年２月２０日、上海証券取引所でテラバイト級データベースの第

一期プロジェクトが正式に完成した。写真は上海証券取引所のトレーディ

ング・フロア（五河撮影）

トップ記事トップ記事
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釣
魚
島
の
漁
船
衝
突
事
件
に
端
を
発
し
た

風
波
は
よ
う
や
く
静
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
に
誘
発
さ
れ
た
さ
ざ
な
み
は
む
し
ろ

増
え
続
け
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
地
域
で
最
大
の

影
響
力
を
有
す
る
中
日
両
国
の
関
係
は
今
、
こ

の
数
年
で
最
も
冷
え
込
ん
だ
状
態
へ
と
向
か
い

つ
つ
あ
る
。

ア
ジ
ア
は
「
新
た
な
冷
戦
」
へ

今
回
の
論
争
は
と
な
り
近
所
の
口
げ
ん
か

と
い
っ
た
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
隣
国
、
遠

国
の
強
い
関
心
を
呼
ん
だ
。
１
０
月
初
旬
発
行

の
米
誌
『
タ
イ
ム
』
は
「
ア
ジ
ア
の
新
た
な
冷

戦
」
と
題
し
て
、
矛
盾
が
日
増
し
に
激
化
す
る

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
将
来
の
政
治
的
枠
組
み

に
つ
い
て
予
測
し
て
い
る
。

中
日
は
本
当
に
西
側
世
論
が
予
測
す
る
よ
う

に
、
こ
れ
か
ら
「
冷
戦
」
状
態
に
陥
っ
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
か
。
北
京
在
住
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

の
多
く
は
、
こ
う
し
た
見
方
は
「
オ
ー
バ
ー
」

だ
と
指
摘
。
北
京
首
都
経
済
貿
易
大
学
公
共
管

理
学
部
の
張
智
新
副
教
授
は
最
近
の
評
論
の
中

で
、
「
中
日
両
国
の
間
の
矛
盾
は
領
土
紛
争
か

ら
歴
史
問
題
ま
で
様
々
な
分
野
と
層
に
ま
た

が
っ
て
い
る
が
、
『
冷
戦
』
と
し
て
あ
る
べ
き

２
つ
の
特
徴
を
備
え
た
分
野
は
、
そ
こ
に
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
即
ち
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
社

会
制
度
の
対
立
、
文
化
と
価
値
観
の
対
立
だ
」

と
指
摘
。
さ
ら
に
、
日
本
が
中
国
の
台
頭
に
対

し
て
抱
く
恐
怖
感
は
決
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

類
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
文
化
と
価
値
観

上
の
も
の
で
あ
り
、
両
国
が
と
も
に
儒
家
と
い

う
文
化
圏
の
影
響
を
受
け
る
範
囲
に
属
し
て
い

る
た
め
、
時
に
「
蔑
視
」
し
合
っ
た
と
し
て

も
、
双
方
は
骨
の
髄
か
ら
や
は
り
相
手
を
非
常

に
重
視
、
相
手
か
ら
利
益
を
受
け
、
相
手
に
学

ぼ
う
と
し
て
い
る
、
と
強
調
す
る
。

ま
た
、
中
国
の
中
日
関
係
研
究
学
界
で
は
、

両
国
関
係
の
後
退
と
悪
化
は
中
日
の
現
実
的
利

益
に
合
致
せ
ず
、
経
済
貿
易
面
で
の
極
め
て
大

き
な
依
存
度
が
両
国
間
の
「
冷
戦
」
へ
の
衝
動

を
効
果
的
に
和
ら
げ
る
だ
ろ
う
、
と
の
見
方
が

支
配
的
だ
。
釣
魚
島
な
ど
歴
史
的
に
残
さ
れ
た

問
題
で
は
今
、
中
日
は
「
勝
つ
こ
と
は
で
き
な

い
」
が
「
負
け
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
状
態
に

置
か
れ
て
い
る
。
問
題
を
し
ば
ら
く
棚
上
げ
す

る
の
が
実
際
か
つ
短
期
的
な
戦
略
だ
。

ま
た
、
近
年
の
中
日
関
係
発
展
の
過
程
か
ら

見
る
と
、
「
ポ
ス
ト
釣
魚
島
危
機
」
の
余
波
は

持
続
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
悲
観
し
過

ぎ
た
り
、
分
析
し
過
ぎ
た
り
す
る
の
は
必
要
な

い
、
と
指
摘
す
る
評
論
家
も
い
る
。

上
層
部
は
関
係
修
復
に
期
待

中
日
関
係
が
「
新
た
な
冷
戦
」
、
と
い
う
大

き
な
方
向
に
陥
る
こ
と
の
な
い
の
は
す
で
に
明

ら
か
だ
。
同
時
に
、
釣
魚
島
で
の
漁
船
衝
突
を

め
ぐ
る
争
い
、
そ
の
後
に
続
い
た
事
件
が
両
国

の
政
治
上
の
相
互
信
頼
を
傷
つ
け
た
の
は
確
か

で
あ
り
、
こ
の
生
じ
た
ひ
び
が
、
中
日
双
方
の

上
層
部
に
よ
る
「
補
填
―
亀
裂
―
再
補
填
」
の

繰
り
返
し
の
一
部
で
あ
る
こ
と
に
目
を
向
け
る

必
要
が
あ
る
。

１
０
月
４
日
、
温
家
宝
総
理
と
菅
直
人
首
相

は
第
８
回
ア
ジ
ア
・
欧
州
首
脳
会
議
（
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｍ
）
会
場
の
廊
下
で
２
５
分
ほ
ど
懇
談
。
双
方

は
「
両
国
の
民
間
交
流
と
政
府
間
の
意
思
疎
通

を
強
化
し
、
ふ
さ
わ
し
い
時
期
に
ト
ッ
プ
会
談

を
実
現
す
る
」
な
ど
の
意
向
を
伝
え
た
。

１
０
月
１
１
日
、
梁
光
烈
国
防
部
長
と
北
沢
俊

美
防
衛
相
は
ベ
ト
ナ
ム
で
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
ア
セ
ア
ン
）
拡
大
国
防
大
臣
会
議
に
出
席
し

た
際
、
再
び
「
期
せ
ず
し
て
遭
遇
」
。
場
所
は
会

場
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
脇
だ
っ
た
。
北
沢
防
衛
相
は

２
０
分
ほ
ど
の
懇
談
に
満
足
の
意
を
表
し
、
「
十

分
な
準
備
は
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
懇
談
で
き
た

の
は
一
歩
前
進
だ
」
と
語
っ
た
。

政
府
系
メ
デ
ィ
ア
の
新
華
社
は
こ
の
２
度
に

わ
た
る
上
層
部
の
接
触
を
、
公
式
な
「
会
談
」

ま
た
は
「
会
見
」
と
し
て
で
は
な
く
、
「
懇

談
」
と
報
じ
た
。

双
方
の
最
高
指
導
部
の
接
触
は
や
は
り
「
非

公
式
」
な
も
の
だ
が
、
事
前
か
つ
緻
密
に
準
備

さ
れ
た
「
廊
下
外
交
」
と
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
外

交
」
だ
っ
た
の
は
明
白
。
そ
こ
に
、
両
国
関
係

の
緊
迫
し
た
状
態
を
取
り
除
き
、
あ
る
べ
き
道

に
戻
り
た
い
と
い
う
中
日
政
府
の
強
い
願
い
が

感
じ
ら
れ
る
。
中
国
外
交
部
の
お
き
ま
り
の
説

明
に
照
ら
せ
ば
、
日
本
側
と
中
国
側
が
「
相
向

き
て
と
も
に
行
く
」
。
こ
う
し
た
特
殊
な
ケ
ー

ス
で
の
懇
談
は
、
中
日
の
政
治
家
ら
が
、
両
国

関
係
が
緊
迫
し
て
い
る
こ
と
で
公
式
会
談
が
開

け
な
い
場
合
に
備
え
て
の
一
種
の
非
常
手
段
な

の
だ
。

だ
が
、
中
日
関
係
に
緊
張
緩
和
の
兆
し
が
出

て
き
た
時
に
、
在
日
本
中
国
大
使
館
が
右
翼
の

デ
モ
で
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
ま
た
、
成
都
や

西
安
な
ど
で
大
規
模
な
反
日
デ
モ
が
起
き
た
こ

と
は
、
民
間
人
の
傷
が
癒
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

中
国
政
府
は
ま
た
「
修
復
に
向
け
た
行
動
」

に
。
１
０
月
１
９
日
、
楊
潔
篪
外
交
部
長
は
訪

中
し
た
「
菅
首
相
特
使
」
の
江
田
五
月
氏
と
面

会
。
消
息
筋
に
よ
れ
ば
、
双
方
は
両
国
関
係
の

修
復
に
向
け
互
い
に
尽
力
す
る
こ
と
を
再
度
確

認
し
た
。

中
国
側
は
、
改
善
し
つ
つ
あ
る
関
係
を
つ

な
ぎ
と
め
る
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
き
た
。
外

交
部
の
馬
朝
旭
報
道
官
は
、
江
田
氏
と
楊
氏
の

対
面
を
「
古
い
友
人
の
私
的
な
集
ま
り
」
で
あ

り
、
公
式
な
会
談
ま
た
は
会
見
で
は
な
い
と
位

置
づ
け
、
実
際
的
な
行
動
を
も
っ
て
両
国
の
指

導
者
が
会
見
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
と
環
境

を
整
え
る
よ
う
、
日
本
側
に
呼
び
か
け
た
。

雰
囲
気
を
損
な
っ
た
の
は

緊
迫
し
た
関
係
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
は
期
待

さ
れ
る
が
、
不
確
定
要
素
は
依
然
と
し
て
存
在

す
る
。
異
議
を
唱
え
る
の
は
主
と
し
て
日
本
の

政
界
だ
。

「
タ
カ
派
」
の
人
物
と
見
ら
れ
て
い
る
前
原
誠

司
外
相
は
日
中
関
係
改
善
の
推
進
に
と
っ
て
何
ら

役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
前
原
氏
は
過
去
数
週

間
、
中
国
の
官
民
の
感
情
を
刺
激
す
る
発
言
を
た

び
た
び
し
て
い
る
。
釣
魚
島
は
日
本
固
有
の
領
土

だ
と
公
開
の
場
で
強
調
す
る
と
と
も
に
、
「
釣
魚

島
問
題
で
は
１
ミ
リ
た
り
と
も
譲
歩
す
る
こ
と
は

な
い
」
、
「
（
首
脳
会
談
は
）
焦
る
必
要
な
い
」

と
述
べ
た
り
、
中
国
側
が
「
漁
船
衝
突
事
件
」
に

対
応
す
る
た
め
講
じ
た
措
置
は
「
ヒ
ス
テ
リ
ッ

ク
」
な
ど
と
論
じ
た
り
し
た
。

「
短
時
間
の
会
見
」
を
論
評

１
０
月
２
９
日
、
温
家
宝
総
理
は
ハ
ノ
イ
で

開
か
れ
た
中
日
韓
首
脳
会
談
に
出
席
。
李
明
博

大
統
領
と
菅
直
人
首
相
と
、
３
カ
国
間
の
協
力

や
そ
の
他
の
と
も
に
関
心
の
あ
る
問
題
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
は
「
中
日
は
関
係
の
修
復
に
乗
り

出
し
た
。
中
日
の
友
好
と
相
互
信
頼
は
ア
ジ
ア

な
い
し
世
界
の
平
和
と
安
定
に
極
め
て
重
要
で

あ
り
、
両
国
の
幅
広
い
人
民
の
根
本
的
利
益
に

合
致
し
て
い
る
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
協
力

と
安
定
、
世
界
経
済
の
回
復
に
と
っ
て
も
、
代

替
で
き
な
い
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
と
論
評
。

あ
る
メ
デ
ィ
ア
は
こ
う
報
じ
て
い
る

―
菅

首
相
と
温
総
理
が
１
０
月
３
０
日
に
急
き
ょ
、

非
公
式
な
会
談
を
開
い
た
の
は
、
双
方
が
と
も

に
前
日
に
公
式
会
談
を
取
り
消
し
た
こ
と
で
生

じ
た
亀
裂
を
修
復
し
た
い
と
望
ん
だ
か
ら
だ
。

わ
ず
か
１
０
分
の
非
公
式
会
談
で
あ
れ
、
双
方

は
ま
ず
戦
略
的
互
恵
関
係
を
確
認
し
、
両
国
に

波
及
す
る
「
痛
み
」
を
で
き
る
だ
け
回
避
し
よ

う
と
し
た
。
だ
が
、
両
国
の
指
導
者
が
局
面
打

開
に
向
け
て
開
い
た
非
公
式
会
談
で
は
、
不
信

感
を
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
１
１

月
中
旬
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋

経
済
協
力
会
議
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
首
脳
会
議
、
中

国
の
指
導
者
は
出
席
す
る
と
見
ら
れ
る
が
、
両

国
間
に
い
ま
だ
良
好
な
環
境
と
雰
囲
気
が
整
っ

て
い
な
い
の
は
間
違
い
な
い
事
実
だ
。

「
ポ
ス
ト
釣
魚
島
危
機
」
時
代
の

     
中
日
関
係
の
行
方
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三
尺
の
厚
い
氷
は
一
日
の
寒
さ
で
で
き
た
も

の
で
は
な
い
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
著
名
な
日
本
問

題
評
論
家
で
あ
る
卓
南
生
氏
は
記
者
の
取
材
を
受

け
た
際
、
「
中
日
両
国
の
今
日
の
『
膠
着
し
た
局

面
』
の
伏
線
は
過
去
の
早
い
時
点
か
ら
す
で
に
張

ら
れ
て
い
た
」
と
述
べ
た
。
両
国
が
ど
の
よ
う
に

戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
起
点
に
戻
る
か
に
つ

容
易
な
ら
ざ
る
中
日
の
起
点
回
帰

      

―
―
日
本
問
題
評
論
家
、
卓
南
生
（
ト
ウ
・
ナ
ム
セ
ン
）
氏
に
聞
く

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

鐘 

新

い
て
は
、
「
両
国
指
導
者
の
よ
り
大
き
な
決
意
と

優
れ
た
知
恵
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
卓
南
生
氏
は

考
え
て
い
る
。

新
「
日
米
安
保
条
約
」
で
中
国
を
仮
想
敵

―
―
釣
魚
島
漁
船
衝
突
事
件
は
、
中
日
間
の
一

連
の
不
愉
快
な
出
来
事
を
引
き
起
こ
し
た
。
も
と

も
と
は
中
日
両
国
間
の
争
い
だ
っ
た
の
に
、
米
国

は
高
い
調
子
で
「
釣
魚
島
は
日
米
安
保
条
約
の
適

用
対
象
に
な
る
」
と
発
言
し
た
。
釣
魚
島
事
件
に

対
す
る
米
国
の
「
介
入
」
を
ど
う
見
る
か
。

卓
南
生 

 
日
米
が
共
同
で
中
国
を
け
ん
制
す

る
の
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
冷
戦

終
結
以
降
で
も
、
こ
の
よ
う
な
構
造
は
変
わ
っ

て
い
な
い
。
１
９
９
６
年
４
月
１
７
日
の
「
日

米
安
保
条
約
」
再
定
義
を
例
に
挙
げ
て
み
る

と
、
そ
の
重
点
の
１
つ
は
「
日
米
安
保
条
約
」

の
仮
想
敵
を
旧
ソ
連
か
ら
中
国
に
変
え
、
台
湾

を
日
米
安
保
の
範
囲
に
組
み
入
れ
た
こ
と
だ
。

つ
ま
り
、
橋
本
龍
太
郎
首
相
（
当
時
）
と
ク
リ

ン
ト
ン
大
統
領
（
当
時
）
の
時
期
か
ら
、
今
後

の
中
日
関
係
が
安
定
す
る
可
能
性
は
な
い
こ
と

が
決
定
づ
け
ら
れ
た
の
だ
。

１
９
９
６
年
の
「
日
米
安
保
条
約
」
の
再
定

義
は
ち
ょ
う
ど
日
本
経
済
バ
ブ
ル
が
破
裂
し
、
日

米
摩
擦
が
終
わ
っ
た
時
期
に
当
た
っ
た
。
あ
る
日

本
人
に
よ
る
と
、
「
日
本
は
２
回
も
敗
戦
し
た
。

１
９
４
５
年
に
は
米
国
の
２
個
の
原
子
爆
弾
に
負

け
、
１
９
９
６
年
に
は
金
融
戦
争
に
負
け
た
」
。

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
、
日
米
が
関
係
を
再

調
整
す
る
に
あ
た
っ
て
、
中
国
を
共
通
の
仮
想
敵

と
見
な
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

中
国
は
日
本
を
抱
き
込
ん
で
米
国
に
対
処
す
べ

き
、
少
な
く
と
も
鳩
山
政
権
が
提
起
し
た
中
日
米

三
国
が
「
正
三
角
形
」
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く

べ
き
だ
と
見
る
人
が
い
る
。
こ
れ
は
偽
の
命
題
で

あ
る
と
思
う
。
「
日
米
安
保
条
約
」
が
一
日
で
も

存
在
す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
正
三
角
形
論
」
は
存

在
し
な
い
。

１
９
９
６
年
の
「
日
米
安
保
条
約
」
の
再
定

義
は
、
実
は
今
後
の
中
日
米
三
国
の
関
係
を
定
め

た
。
米
国
が
釣
魚
島
に
「
日
米
安
保
条
約
」
第
５

条
が
適
用
さ
れ
る
と
発
表
し
た
こ
と
の
本
質
的
な

意
味
は
、
「
日
米
安
保
条
約
」
に
基
づ
き
、
米
国

が
釣
魚
島
を
日
本
と
の
共
同
防
衛
範
囲
と
見
な
す

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
だ
。
し
か
し
主
権
は
誰
に
属

す
る
か
に
至
っ
て
は
、
自
分
た
ち
で
解
決
し
た
ら

い
い
、
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明

ら
か
に
非
常
に
無
責
任
な
や
り
方
で
あ
る
。

「
遠
交
近
攻
」
策
は
日
本
外
交
の
「
古
い

手
口
」

―
―
近
ご
ろ
、
日
本
は
一
方
で
は
大
国
を
後
ろ

盾
と
し
、
他
方
で
は
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
中

国
の
周
辺
諸
国
と
頻
繁
に
交
流
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
ど
ん
な
シ
グ
ナ
ル
を
示
し
て
い
る
の
か
と

思
う
か
。

卓
南
生 

 

こ
の
地
域
以
外
の
大
国
を
抱
き
込
ん

で
中
国
を
け
ん
制
す
る
と
同
時
に
、
ア
ジ
ア
制
覇
を

図
る
こ
と
は
、
日
本
の
従
来
か
ら
の
外
交
政
策
で
あ

る
。
２
０
世
紀
初
め
の
「
日
英
同
盟
」
や
、
第
２
次

世
界
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
の
同
盟
は
い

ず
れ
も
こ
の
よ
う
な
政
策
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
こ
数
年
来
、
日
本
は
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
を

抱
き
込
む
こ
と
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
麻
生
政
権

時
代
に
は
、
日
本
は
「
価
値
観
外
交
」
を
推
進
す

る
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
国
を
抱
き
込
ん
で
中
国
を
け
ん
制
し

よ
う
と
試
み
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
ぎ
れ
も

な
い
冷
戦
思
考
で
あ
る
。

人
口
、
土
地
、
資
源
な
ど
に
制
約
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
は
自
分
の
実
力
だ
け

で
は
中
国
と
対
抗
で
き
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い

る
。
第
二
次
世
界
大
戦
前
で
あ
れ
、
今
日
で
あ

れ
、
日
本
の
戦
略
家
は
皆
こ
れ
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
戦
略
家
は
「
日
英
同
盟
」

解
体
の
失
敗
の
教
訓
を
し
っ
か
り
と
心
に
刻
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
政
府
に
警
告
を
発
し
た
。

特
に
今
年
５
月
、
鳩
山
元
首
相
が
普
天
間
基
地
問

題
で
米
国
に
「
甘
え
た
」
際
に
は
、
こ
れ
ら
の
論

調
が
新
聞
紙
上
に
よ
く
見
ら
れ
た
。
政
権
を
継
い

だ
菅
直
人
首
相
が
、
タ
カ
派
の
前
原
誠
司
氏
を
起

用
し
た
の
は
、
米
国
と
の
軍
事
同
盟
関
係
を
回
復

さ
せ
よ
う
と
す
る
と
同
時
に
、
両
国
が
共
同
で
中

国
を
け
ん
制
す
る
戦
略
を
強
化
し
よ
う
と
い
う
意

図
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。

「
共
通
認
識
へ
戻
る
」
こ
と
こ
そ
が
協
力

の
基
礎

―
―
日
本
が
「
論
争
を
棚
上
げ
し
、
共
同
開
発

す
る
」
と
い
う
共
通
認
識
を
否
定
し
た
こ
と
で
、

両
国
が
１
９
７
０
年
代
に
定
め
た
平
和
の
枠
組
み

が
壊
さ
れ
た
と
見
る
人
が
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

卓
南
生 

 

１
９
７
８
年
、
中
国
の
指
導
者
が

提
起
し
た
「
論
争
を
棚
上
げ
し
、
共
同
開
発
す

る
」
と
い
う
提
案
は
、
中
日
両
国
の
「
共
通
認

識
」
と
し
て
公
認
さ
れ
、
少
な
く
と
も
「
黙
認
」

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
１
９
９
６
年
に
入
っ
て

か
ら
、
つ
ま
り
「
日
米
安
保
条
約
」
が
再
定
義
さ

れ
て
か
ら
間
も
な
く
、
日
本
政
府
か
ら
こ
の
「
共

通
認
識
」
を
認
め
な
い
と
い
う
情
報
が
伝
わ
っ
て

き
た
。
私
は
当
時
こ
れ
を
「
ひ
っ
そ
り
と
否
定
」

と
称
し
た
。
と
い
う
の
は
当
時
日
本
は
こ
の
考
え

を
示
し
た
が
、
こ
と
さ
ら
に
誇
張
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
し
、
今
回
は
思
い
切
っ
た

こ
と
に
「
論
争
棚
上
げ
」
は
中
国
側
の
一
方
的
な

願
望
に
過
ぎ
な
い
と
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

１
９
７
８
年
の
「
論
争
を
棚
上
げ
し
、
共
同
開

発
す
る
」
と
い
う
「
共
通
認
識
」
の
「
黙
認
」
か

ら
１
９
９
６
年
の
「
ひ
っ
そ
り
と
否
定
」
、
更
に

現
在
の
よ
う
に
論
争
棚
上
げ
に
同
意
し
た
こ
と
は

な
い
と
明
示
す
る
に
至
る
ま
で
、
日
本
側
の
態
度

が
日
ま
し
に
強
硬
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
原

因
で
あ
り
、
漁
船
衝
突
事
件
は
１
つ
の
導
火
線
に

過
ぎ
ず
、
今
回
の
事
件
は
決
し
て
単
純
な
偶
発
事

件
で
は
な
く
、
日
本
は
こ
の
事
件
を
通
じ
て
共
通

認
識
を
否
定
す
る
態
度
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の

だ
、
と
私
は
考
え
る
。

―
―
漁
船
衝
突
事
件
以
降
、
中
日
関
係
は
「
最

も
冷
え
込
ん
だ
状
態
」
に
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

る
。
今
、
悪
化
し
た
関
係
の
緩
和
に
対
し
、
両
国

は
ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
。

卓
南
生 

 

中
日
両
国
の
経
済
・
文
化
交
流
が
こ

れ
ほ
ど
活
発
な
の
だ
か
ら
、
関
係
は
「
こ
れ
以
上

悪
く
な
る
わ
け
は
な
い
」
、
依
存
し
合
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
互
い
に
傷
つ
け
合
う
こ
と
が
で
き
る

は
ず
が
な
い
、
と
い
う
言
い
方
が
あ
る
。
こ
れ
は

明
ら
か
に
「
当
て
推
量
に
す
ぎ
な
い
」
言
い
方
だ

と
思
う
。

現
状
か
ら
見
て
、
中
日
両
国
関
係
の
最
良
の
状

態
は
「
互
恵
互
利
を
求
め
、
別
の
問
題
を
持
ち
出
さ

な
い
」
こ
と
だ
。
１
９
７
０
年
代
に
認
め
た
「
共
通

認
識
」
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
両
国

は
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
起
点
に
戻
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
。
し
か
し
、
「
共
通
認
識
」
に
戻
る

の
は
、
そ
う
簡
単
で
は
な
い
よ
う
だ
。
日
本
は
す

で
に
釣
魚
島
問
題
を
教
科
書
に
書
き
込
む
こ
と
を
決

め
、
内
閣
も
「
共
通
認
識
」
を
否
定
す
る
正
式
な
文

書
を
公
表
し
た
。
こ
う
し
て
、
中
国
政
府
も
非
常
に

受
動
的
な
立
場
に
立
た
さ
れ
た
。

今
、
一
部
の
日
本
の
過
激
な
保
守
派
は
「
甲

午
戦
争
（
日
清
戦
争
）
の
時
代
に
戻
っ
た
」
と

い
う
論
調
を
大
げ
さ
に
言
い
立
て
、
故
意
に
中

日
関
係
を
よ
り
危
険
な
状
態
に
持
っ
て
い
こ
う

と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
緊
張
し
た
空
気
を
作
り
、
中
国
が
ど
こ
ま

で
耐
え
ら
れ
る
か
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
中
日
両
国
が
漁
船
衝
突
事
件
以
降
の
暗

い
影
か
ら
抜
け
出
せ
る
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か

に
両
国
指
導
者
の
よ
り
大
き
な
決
意
と
優
れ
た

知
恵
に
か
か
っ
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
首
脳
会
議
の
行
わ
れ
た
１
１
月
１
３
日
に

面
会
す
る
胡
錦
濤
主
席
と
菅
直
人
首
相

（
李
学
仁　

撮
影
）

中国と日本中国と日本
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日
本
人
と
日
本
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
と
、

一
貫
し
て
着
実
に
事
に
あ
た
る
と
感
じ
る
人
が
多

い
。
日
本
に
比
べ
、
中
国
社
会
で
は
功
を
急
い
で

目
先
の
利
益
ば
か
り
考
え
、
表
面
ば
か
り
飾
っ
て

内
容
の
な
い
や
り
方
が
非
常
に
多
く
、
多
く
の
人

は
足
が
地
に
つ
い
て
お
ら
ず
無
分
別
に
行
動
す
る

き
ら
い
が
あ
る
。
し
か
し
実
際
の
と
こ
ろ
、
詳
細

に
観
察
し
て
み
る
と
、
日
本
も
足
が
地
に
つ
い
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
日
本
は
政
治
の

面
で
と
り
わ
け
足
が
地
に
つ
い
て
お
ら
ず
、
ま
さ

に
そ
の
せ
い
で
、
日
本
の
政
治
大
国
を
目
指
す
努

力
は
実
を
結
ん
で
い
な
い
の
だ
。

た
だ
経
済
大
国
で
あ
る
だ
け
で
は
政
治
大
国
と

し
て
の
重
任
を
完
全
に
担
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

政
治
大
国
に
な
る
に
は
、
経
済
力
だ
け
で
な
く
、

国
際
的
に
独
立
し
た
政
治
的
立
場
と
地
位
を
持
つ

と
同
時
に
、
世
界
に
独
創
的
な
政
治
理
念
、
価
値

観
及
び
政
治
制
度
な
ど
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
日
本
は
一
貫
し
て
日
米
同
盟
を
国
際
政
策
の

指
針
と
し
て
、
何
も
か
も
米
国
に
同
調
し
、
少
な

く
と
も
米
国
の
意
図
に
背
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
で

は
、
日
本
が
経
済
面
で
ど
れ
ほ
ど
強
大
に
な
っ
て

も
、
尊
敬
さ
れ
る
「
政
治
大
国
」
に
な
る
の
は
難

し
い
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
日
本
が
国
連
安
全
保
障
理
事

会
の
常
任
理
事
国
の
議
席
を
求
め
る
と
い
う
本

末
転
倒
な
こ
と
を
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の
今

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
バ
ブ
ル
経
済
に
対
す
る
管

理
と
抑
制
を
軽
視
し
た
上
に
、
長
期
的
に
推
進
で

き
る
戦
略
と
政
策
が
講
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
日

本
経
済
の
見
通
し
は
ま
す
ま
す
暗
く
な
り
、
回
復

力
と
成
長
力
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
日
本
の
国

際
的
な
威
信
は
失
墜
し
、
政
治
の
影
響
力
も
落
ち

目
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

中
国
も
経
済
大
国
と
な
っ
た
後
、
同
じ
よ
う
な

状
況
に
直
面
す
る
だ
ろ
う
。
日
本
の
よ
う
に
足
が

地
に
つ
い
て
い
な
い
考
え
は
個
人
や
社
会
だ
け
で

な
く
、
国
や
民
族
の
前
途
や
運
命
を
も
脅
か
す
こ

と
に
な
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
地
に
足
つ
か
ぬ
外
交
」
で

        
日
本
の
影
響
力
低
下

前
原
外
相
は
ロ
シ
ア
の
北
方
領
土
訪
問
へ
の
対
抗
措

置
と
し
て
駐
ロ
シ
ア
大
使
を
一
時
帰
国
さ
せ
る
こ
と

を
発
表
し
た 

（
新
華
社
）

日
の
世
界
大
国
の
政
治
的
地
位
の
シ
ン
ボ
ル
を

前
に
し
て
日
本
が
見
せ
た
の
は
、
国
力
が
安
定

し
た
経
済
大
国
に
な
っ
た
後
の
財
産
が
あ
る
の

を
か
さ
に
き
た
横
暴
さ
と
、
世
界
に
見
返
り
を

求
め
よ
う
と
焦
る
足
が
地
に
つ
か
な
い
心
理
状

態
だ
っ
た
。
当
時
、
日
本
政
府
は
日
本
が
援
助

し
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
発
展
途
上
国
に
例
外

な
く
日
本
の
安
全
保
障
理
事
会
常
任
理
事
国
入

り
を
支
持
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
日
本
が
安

全
保
障
理
事
会
の
常
任
理
事
国
入
り
を
争
っ
た

２
０
０
５
年
ま
で
の
間
、
多
く
の
年
で
日
本
政

府
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
は
世
界
一
を

占
め
た
。
し
か
し
、
２
０
０
５
年
、
常
任
理
事

国
入
り
が
短
期
間
内
に
実
現
の
見
込
み
が
な
い

こ
と
が
分
か
る
と
、
日
本
政
府
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
額
は

２
０
０
５
年
か
ら
今
の
世
界
第
５
位
ま
で
一
気

に
下
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
最
も
発
達
し
た

国
の
１
つ
及
び
世
界
第
３
位
の
経
済
大
国
に
相

応
し
い
行
動
と
は
ま
っ
た
く
思
え
な
い
。

実
現
の
見
込
み
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
、
な
ぜ

国
を
挙
げ
て
つ
か
み
取
ろ
う
と
す
る
の
か
。
こ
れ

は
国
全
体
、
そ
し
て
外
交
的
に
足
が
地
に
つ
い
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

政
治
大
国
を
目
指
す
こ
と
を
重
ん
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
日
本
の
政
治
家
た
ち
は
以
前
の
よ

う
に
経
済
発
展
に
没
頭
せ
ず
、
政
治
大
国
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に

中国と日本

周
永
生
（
中
国
外
交
学
院
国
際
関
係
研
究
所
教
授
）
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２
年
前
、
第
１
回
主
要
２
０
カ
国
・
地
域
首
脳

会
議
（
Ｇ
２
０
）
が
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
さ
れ
た

際
、
世
界
経
済
は
金
融
危
機
の
打
撃
に
よ
り
非
常

に
不
安
定
な
情
勢
に
あ
っ
た
。
今
年
１
１
月
１
１

日
、
Ｇ
２
０
サ
ミ
ッ
ト
は
初
め
て
ア
ジ
ア
へ
と
そ

の
会
場
を
移
し
た
。
世
界
経
済
は
大
病
か
ら
よ
う

や
く
癒
え
始
め
た
と
は
い
え
、
基
礎
は
固
ま
っ
て

お
ら
ず
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
も
均
衡
を
欠
い
て
お

り
、
多
く
の
可
変
要
素
が
存
在
す
る
。
特
に
米
国

の
新
た
な
量
的
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

る
マ
イ
ナ
ス
影
響
が
、
近
ご
ろ
世
界
の
注
目
の
焦

点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
、

世
界
の
主
要
経
済
体
は
多
角
的
な
枠
組
み
で
立
場

を
協
調
し
、
協
力
を
強
化
し
、
経
済
成
長
を
促
進

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
は
主
に
世
界
経
済
情
勢
、

強
固
で
継
続
可
能
な
均
衡
の
と
れ
た
成
長
の
枠
組

み
、
国
際
金
融
機
関
改
革
、
国
際
金
融
監
督
管

理
、
世
界
的
金
融
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
、
発
展

と
貿
易
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
討
論
し
、
最
終
的

に
「
Ｇ
２
０
ソ
ウ
ル
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言
」
を
採

択
し
た
。

為
替
レ
ー
ト
問
題
は
各
国
が
妥
協
を

サ
ミ
ッ
ト
期
間
中
、
参
加
国
は
為
替
レ
ー
ト
問

題
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
ぶ
つ
か
り
、
会
議
は
混
迷

に
陥
っ
た
。
困
難
な
話
し
合
い
の
末
、
最
終
的
に

Ｇ
２
０
の
首
脳
た
ち
は
、
多
く
の
意
見
の
相
違
を

あ
い
ま
い
に
ぼ
か
し
た
折
衷
案
を
採
り
入
れ
た
首

脳
宣
言
を
採
択
し
た
。

論
争
が
最
も
大
き
か
っ
た
為
替
レ
ー
ト
問
題
に

つ
い
て
、
首
脳
宣
言
で
は
「
各
国
は
市
場
決
定
に
よ

る
為
替
レ
ー
ト
制
度
を
採
用
し
、
為
替
レ
ー
ト
の
柔

軟
性
を
高
め
て
経
済
の
基
礎
的
条
件
を
反
映
さ
せ
、

競
争
的
な
通
貨
切
り
下
げ
を
抑
制
す
る
」
と
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
は
ソ
ウ
ル
サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言
に

つ
い
て
、
宣
言
は
米
国
が
人
民
元
為
替
レ
ー
ト
で

中
国
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
を
Ｇ
２
０
が
支
持
し

な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
お
り
、
そ
れ
は

「
競
争
的
な
通
貨
切
り
下
げ
」
は
厳
し
い
金
融
危

機
時
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
か
ら
だ
、
と
評
価
し

て
い
る
。

中
国
人
民
大
学
米
国
問
題
専
門
家
の
金
燦
栄
教

授
に
よ
る
と
、
為
替
レ
ー
ト
問
題
の
妥
協
と
は
、

あ
る
国
の
通
貨
に
対
す
る
強
制
的
切
り
上
げ
実
施

圧
力
を
強
調
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
取
引
市
場

の
原
則
に
基
づ
い
て
処
理
す
る
こ
と
を
指
し
て
い

る
。
こ
の
言
い
方
で
あ
れ
ば
、
先
進
国
、
中
国
な

ど
新
興
経
済
体
の
ど
ち
ら
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。

米
国
の
ガ
ー
ト
ナ
ー
財
務
長
官
は
経
常
収
支

の
黒
字
も
し
く
は
赤
字
を
国
内
総
生
産
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
４
％
以
内
と
す
る
と
い
う
提
案
を
行
い
、
米

連
邦
準
備
制
度
委
員
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
は
６
日
、

６
０
０
０
億
ド
ル
の
米
国
長
期
国
債
を
買
い
取
る

と
発
表
し
た
。
こ
の
２
つ
の
「
利
己
的
な
政
策
」

は
大
多
数
の
Ｇ
２
０
加
盟
国
か
ら
反
対
さ
れ
た
。

中
国
社
会
科
学
院
世
界
経
済
・
政
治
研
究
所
の

専
門
家
、
張
斌
氏
に
よ
る
と
、
米
連
邦
準
備
制
度
委

員
会
は
６
０
０
０
億
ド
ル
投
入
で
長
期
金
利
を
低
く

抑
え
、
さ
ら
に
多
く
の
短
期
投
資
を
刺
激
す
る
こ
と

で
、
よ
り
多
く
の
雇
用
機
会
を
創
出
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
ド
ル
の
為
替
レ
ー
ト
を
低

く
抑
え
て
輸
出
競
争
力
を
高
め
、
輸
出
を
刺
激
し
て

雇
用
を
増
や
そ
う
と
し
て
い
る
。

米
国
の
二
つ
の
経
済
成
長
促
進
策
は
他
国
の
利

益
が
損
な
わ
れ
る
と
い
う
代
価
を
伴
う
。
あ
る
専

門
家
は
、
６
０
０
０
億
ド
ル
を
注
入
す
る
こ
と
で

大
量
の
ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー
が
生
ま
れ
、
こ
れ
が
新
興

国
に
流
入
し
て
資
産
バ
ブ
ル
を
招
き
、
イ
ン
フ
レ

が
誘
発
さ
れ
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

Ｇ
２
０
ソ
ウ
ル
サ
ミ
ッ
ト

     

世
界
経
済
に
均
衡
と
協
調
発
展
を

本
誌
記
者　

 

呂　

翎

11日、韓国の首都ソウルで開かれた第５回

２０カ国・地域（Ｇ２０）首脳会議に出席し

た胡錦濤国家主席 （蘭紅光撮影）

国際問題
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も
う
す
ぐ
２
１
周
年
を
迎
え
る
ア
ジ
ア
太
平
洋

経
済
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
は
、
実
り
多
い
成
果
を

上
げ
て
き
た
と
同
時
に
、
一
連
の
課
題
に
も
直
面

し
て
い
る
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
今
後
ど
う
発
展
し
て
い

く
か
で
、
２
１
の
参
加
メ
ン
バ
ー
に
も
た
ら
す
利

益
も
異
な
っ
て
く
る
た
め
、
今
後
の
方
向
性
が
広

く
注
目
さ
れ
て
い
る
。
近
ご
ろ
横
浜
で
行
わ
れ
た

第
１
８
回
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
非
公
式
首
脳
会
議
で
、
参
加

し
た
各
国
・
地
域
の
首
脳
は
、
地
域
経
済
一
体
化

の
推
進
を
加
速
し
、
確
実
な
行
動
で
ア
ジ
ア
太
平

洋
自
由
貿
易
圏
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
）
の
成
立
を
推
進

す
る
と
の
決
意
を
示
し
た
。

ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
と
い
う
言
い
方
自

体
は
特
に
新
鮮
な
も
の
で
は
な
い
。
実
際
、
最
初

に
提
起
さ
れ
た
の
は
２
０
０
４
年
の
こ
と
だ
。
ア

ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
に
つ
い
て
の
議
題
は
何

度
も
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
討
論
さ
れ
た
が
、
各
参
加
メ
ン

バ
ー
の
意
見
が
一
致
し
な
か
っ
た
た
め
、
長
年
に

わ
た
っ
て
ほ
と
ん
ど
何
の
進
展
も
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
２
０
０
９
年
以
降
、
米
国
の
参
加
と
「
環
太

平
洋
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
」
の
推
進
に
伴
っ

て
、
長
年
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋

自
由
貿
易
圏
構
想
が
よ
う
や
く
議
事
日
程
に
乗
る

よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
は

多
く
の
利
益
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
が
、
そ
の
直
面

す
る
困
難
も
非
常
に
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
そ
の
内
部
に
参
加
メ
ン
バ
ー
間
の

経
済
発
展
レ
ベ
ル
格
差
が
大
き
い
と
い
う
問
題
を

抱
え
て
い
る
。
次
に
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
を
採
用
し
た

場
合
、
そ
れ
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
２
０
年
間
運
営
の
基

本
原
則
と
し
て
き
た
「
開
か
れ
た
地
域
協
力
」
と

「
協
調
的
・
自
主
的
な
行
動
」
が
拘
束
性
の
あ
る

Ｆ
Ｔ
Ａ
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ
、
自
主
的
で
協
議
に

よ
る
合
意
を
重
ん
じ
拘
束
性
の
な
い
「
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

方
式
」
が
放
棄
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
三

に
、
発
展
途
上
国
メ
ン
バ
ー
と
先
進
国
メ
ン
バ
ー

の
分
裂
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。
第
四
に
、
Ｆ
Ｔ

Ａ
Ａ
Ｐ
は
次
の
よ
う
な
理
由
で
原
動
力
に
欠
け
て

い
る
。
（
１
）
東
ア
ジ
ア
経
済
体
に
は
い
わ
ゆ
る

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
と
し
て
の
同
一
感
や
帰
属

感
が
な
い
。
（
２
）
中
国
が
含
ま
れ
て
い
る
Ｆ
Ｔ

Ａ
を
米
国
の
国
会
が
可
決
す
る
の
は
難
し
い
。
そ

し
て
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
も
米
国
が
Ｗ
Ｔ
Ｏ
交
渉
の
重
要

目
標
で
あ
る
農
産
品
開
放
を
達
成
す
る
こ
と
を
保

証
で
き
な
い
。
（
３
）
日
本
の
農
産
品
・
サ
ー
ビ

ス
業
開
放
へ
の
取
り
組
み
が
難
し
い
。

米
国
が
現
在
積
極
的
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
推
進
し
て
い

る
の
は
、
そ
れ
を
２
０
１
１
年
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
米
国

サ
ミ
ッ
ト
前
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
改
革
案
の
候
補
に
し
た

い
か
ら
だ
。
今
後
２
年
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
貿
易
投
資

自
由
化
が
推
進
で
き
な
け
れ
ば
、
米
国
は
お
そ
ら

く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
国
を
取
り
込
み
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
を
そ
の
ま
ま
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
へ
と
変
え
て
い
っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
サ
ー
ビ
ス

や
投
資
面
で
の
開
放
要
求
や
、
労
働
者
・
環
境
保

全
に
つ
い
て
の
基
準
が
高
く
、
さ
ら
に
市
場
参
入

に
つ
い
て
統
一
さ
れ
た
新
メ
ン
バ
ー
受
入
方
式
が

ま
と
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
単
純
な
原
産
地
ル
ー

ル
で
は
「
た
だ
乗
り
」
を
防
げ
な
い
の
で
は
な
い

か
な
ど
問
題
が
多
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
ア
ジ
ア
太
平
洋

自
由
貿
易
圏
へ
の
過
渡
的
役
割
が
務
ま
る
か
ど
う

か
は
疑
わ
し
い
。

指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
内
部

の
発
展
途
上
国
メ
ン
バ
ー
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由

貿
易
圏
に
そ
れ
ほ
ど
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
な
い
こ

と
だ
。
こ
れ
は
長
年
に
わ
た
っ
て
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
経

済
技
術
協
力
が
あ
ま
り
進
展
し
て
お
ら
ず
、
参
加

メ
ン
バ
ー
間
の
差
は
縮
ま
る
ど
こ
ろ
か
拡
大
し

つ
つ
あ
る
現
状
と
関
係
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
ま

ず
、
経
済
技
術
協
力
の
資
金
が
不
足
し
て
い
る
た

め
、
実
際
に
意
義
の
あ
る
活
動
を
展
開
で
き
て
い

な
い
。
次
に
、
資
源
配
分
が
理
に
か
な
っ
て
お
ら

ず
、
優
先
分
野
が
均
衡
の
と
れ
た
発
展
を
遂
げ
ら

れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
現
在
展
開
し
て
い
る
経

済
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
情
報
収
集
、
情
報

共
有
、
育
成
訓
練
の
３
種
類
だ
が
、
こ
う
し
た
経

済
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ま
す
ま
す
「
有
名

無
実
化
」
し
て
い
る
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
未
来

   

ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
の

        

障
害
と
展
望

沈
銘
輝
（
中
国
社
会
科
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
副
研
究
員
）

国際問題国際問題

大
胆
な
Ｉ
Ｍ
Ｆ
改
革
を

１
２
日
、
ソ
ウ
ル
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
た
Ｇ

２
０
各
加
盟
国
の
首
脳
は
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ

Ｆ
）
の
改
革
計
画
を
支
持
し
、
中
国
を
含
む
新
興

経
済
体
に
よ
り
大
き
な
発
言
権
を
与
え
る
こ
と
を

認
め
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
管
理
構
造
は
現
在
に
至
る
ま
で
主
に

米
国
と
西
欧
諸
国
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
き
た
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
、
Ｇ
２
０
と
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
Ｉ
Ｍ

Ｆ
史
上
最
大
の
管
理
構
造
改
革
を
成
し
遂
げ
た
。

「
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ
」
な
ど
新
興
経
済
体
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
内

で
よ
り
大
き
な
発
言
権
を
獲
得
し
た
。

改
革
案
に
よ
る
と
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
理
事
会
２
４
議

席
の
う
ち
、
欧
州
が
保
有
す
る
９
議
席
の
う
ち
２

議
席
を
新
興
市
場
国
に
譲
る
。
中
国
の
議
席
数
割

合
は
現
在
の
３
•
７
２
％
か
ら
６
•
３
９
％
に
上

が
り
、
米
国
と
日
本
の
次
に
高
く
な
る
。
イ
ン
ド

の
議
席
数
も
第
１
１
位
か
ら
第
８
位
、
ロ
シ
ア
は

第
１
０
位
か
ら
第
９
位
と
な
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
第

１
４
位
か
ら
第
１
０
位
に
上
が
る
。

中
国
人
民
大
学
米
国
問
題
専
門
家
の
金
燦
栄
教

授
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
お
け
る
中
国
の
議
席
数
増
加
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
中
国
の
割
合
は

約
６
％
に
な
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
米
国
の
１
７
％

と
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
全
体

的
に
言
え
ば
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
依
然
西
側
を
主
と
し
た

国
際
組
織
だ
。
今
後
も
中
国
な
ど
新
興
国
と
西
側

諸
国
と
の
駆
け
引
き
が
続
く
だ
ろ
う
。

不
均
衡
予
防
と
是
正
に
向
け
指
標
設
定

専
門
家
に
よ
れ
ば
、
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
が
収
め

た
最
大
の
成
果
の
一
つ
は
、
政
策
協
調
の
重
要
性

に
対
す
る
認
識
で
あ
る
。
政
策
協
調
を
欠
く
こ
と

は
、
現
在
の
世
界
経
済
を
脅
か
す
最
大
の
リ
ス

ク
だ
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

中
国
の
胡
錦
濤
国
家
主
席
は
サ
ミ
ッ
ト
で
、

世
界
経
済
は
緩
や
か
に
回
復
し
つ
つ
あ
る
が
、

総
需
要
は
依
然
不
足
し
て
お
り
、
新
し
い
経
済

成
長
ポ
イ
ン
ト
が
な
い
、
と
指
摘
し
た
。
各
国

は
異
な
る
経
済
政
策
目
標
を
立
て
、
マ
ク
ロ
経

済
政
策
協
調
は
難
度
が
高
ま
り
、
世
界
経
済
回

復
の
脆
弱
性
と
不
均
衡
が
ま
す
ま
す
際
立
っ
て

い
る
。

そ
こ
で
中
国
は
、
枠
組
み
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

整
備
と
、
協
力
発
展
の
推
進
を
提
起
し
た
。

具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
①

加
盟
国
主
導
原
則
を
引
き
続
き
堅
持
し
、
各

国
の
国
情
と
発
展
段
階
の
違
い
を
十
分
に
考

慮
し
、
各
国
の
選
ぶ
発
展
の
道
と
発
展
政
策

の
自
主
権
を
理
解
し
尊
重
す
る
。
②
枠
組
み

を
整
備
し
て
、
枠
組
み
を
短
期
的
応
急
措
置

か
ら
長
期
的
管
理
効
果
へ
と
変
え
、
各
国
の

中
長
期
的
な
政
策
協
調
を
強
化
し
て
、
各
国

経
済
が
互
い
の
強
み
で
補
完
し
合
い
、
互
い

に
成
長
で
き
る
よ
う
促
す
。

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
の
首
脳
宣
言
に
よ
れ
ば
、

各
国
は
、
均
衡
を
欠
い
た
成
長
と
拡
大
す
る
不

均
衡
が
各
国
を
世
界
的
な
解
決
協
調
策
か
ら
遠

ざ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に
ふ
る
ま
っ
て
世
界

的
な
協
調
行
動
を
取
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
が
世
界
経
済
を
悪
い
方
向
へ
と
導
い
て
い

く
、
と
の
認
識
で
一
致
し
た
。

首
脳
宣
言
に
よ
る
と
、
Ｇ
２
０
の
財
務
相
は

来
年
「
参
考
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
策
定
に
着
手

す
る
。
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
不
均
衡
の
予
防

と
是
正
の
た
め
の
指
標
と
し
、
こ
れ
に
照
ら
し

て
世
界
経
済
上
の
重
大
な
不
均
衡
を
判
別
し
、

ま
た
取
る
べ
き
対
応
措
置
を
提
示
す
る
。

ソ
ウ
ル
で
行
わ
れ
た
主
要
２
０
カ
国
・
地
域
（
Ｇ

２
０
）
首
脳
会
議
は
１
２
日
、
「
Ｇ
２
０
ソ
ウ
ル
・

サ
ミ
ッ
ト
首
脳
宣
言
」
を
採
択
し
て
閉
幕
し
た
。
写

真
は
各
国
首
脳
お
よ
び
国
際
組
織
の
代
表　

（
新
華
社
）
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し
た
が
っ
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
今
後
の
方
向

性
を
考
え
る
上
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易

圏
は
長
期
目
標
に
と
ど
め
る
べ
き
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
階
層
や
範
囲
で
、
多
く
の
ル
ー
ト
を
通
じ

て
、
順
を
追
っ
て
少
し
ず
つ
推
進
で
き
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
の
経
済
学

者
、
河
合
正
弘
氏
が
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
経
済
の
一
体
化
は
１
０

＋
３
、
１
０
＋
６
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易

圏
の
順
に
推
進
し
て
い
く
の
が
経
済
的
に
よ
り

実
行
可
能
性
の
あ
る
選
択
だ
ろ
う
。
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

は
ア
ジ
ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
の
条
項
設
置
の

上
で
指
導
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
だ
が
、
ア
ジ

ア
太
平
洋
自
由
貿
易
圏
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
原
則
と
食
い

違
っ
て
は
な
ら
な
い
。
各
参
加
メ
ン
バ
ー
は
貿

易
投
資
一
体
化
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｃ
技
能
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
て
発

展
途
上
国
メ
ン
バ
ー
の
人
的
資
源
能
力
育
成
の

強
化
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
よ
り
積
極
的
な

姿
勢
と
具
体
的
な
投
入
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
経
済
技
術

協
力
の
今
後
の
発
展
を
推
進
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
「
両
輪
」
に
よ
る
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
発
展
を
遂
げ
て
初
め
て
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
経
済
の
持
続
可
能
な
成
長
を
実
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
成
立
以
来
、
地
域
内
の
「
貿

易
投
資
自
由
化
・
円
滑
化
」
と
「
経
済
技
術
協

力
」
の
実
現
と
い
う
「
両
輪
」
で
発
展
し
て
き

た
。
長
年
の
取
り
組
み
の
結
果
、
１
９
８
９
～

２
０
０
８
年
の
間
に
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
経
済

体
の
平
均
適
用
関
税
は
１
６
•
９
％
か
ら
６
•

６
％
ま
で
大
幅
に
下
が
り
、
商
品
と
サ
ー
ビ
ス

の
貿
易
総
額
は
１
９
８
９
年
の
３
０
兆
ド
ル
か

ら
２
０
０
９
年
に
は
１
４
０
兆
ま
で
増
え
た
。

１
９
９
４
～
２
０
０
８
年
の
間
に
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

地
域
に
流
入
し
た
外
国
直
接
投
資
は
４
倍
以
上

（
７
９
１
０
億
ド
ル
）
に
ま
で
成
長
し
、
１
３
•

０
％
の
成
長
率
を
維
持
し
て
き
た
。
貿
易
の
円

滑
化
で
は
、
２
０
０
２
～
２
０
０
６
年
の
第
一

次
貿
易
円
滑
化
行
動
計
画
（
Ｔ
Ｆ
Ａ
Ｐ 

I
）

に
よ
り
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
地
域
内
で
取
引
費
用
が
５
％

下
が
っ
た
。
現
在
実
施
中
の
第
二
次
貿
易
円

滑
化
行
動
計
画
（
Ｔ
Ｆ
Ａ
Ｐ 

I
I
）
で
は
、

２
０
０
７
～
２
０
０
８
年
で
地
域
内
取
引
費
用

が
１
•
７
％
（
１
７
０
億
ド
ル
相
当
）
減
り
、

同
時
に
投
資
円
滑
化
行
動
計
画
も
現
在
実
施
中

で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
１
９
９
２
～
２
０
０
９

年
の
間
に
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
計
１
８
６
６
件
の
経

済
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
た
。

２
０
０
１
～
２
０
０
９
年
に
は
９
８
３
項
目
の

経
済
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、
年

平
均
１
１
０
件
を
実
施
し
、
全
体
と
し
て
着
実

な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
目
覚
し
い
成
果
を
上
げ
た
後
、
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
参
加
メ
ン
バ
ー
の
持
続
的
な
経
済
発

展
を
推
進
す
る
た
め
に
、
均
衡
が
取
れ
、
寛
容

で
、
持
続
可
能
性
が
あ
り
、
革
新
的
で
、
安
全

な
成
長
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
成
長
戦
略
を
実

際
に
具
体
化
す
る
措
置
と
し
て
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は

次
な
る
構
造
改
革
を
推
進
し
て
い
く
。
こ
れ
に

は
規
制
改
革
、
競
争
政
策
、
会
社
管
理
、
公
共

部
門
管
理
と
経
済
・
法
律
イ
ン
フ
ラ
整
備
強
化

と
い
う
五
大
優
先
分
野
が
含
ま
れ
る
。

今
後
の
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
発
展
に
お
い
て
は
、
上

記
の
五
大
優
先
分
野
の
改
革
圧
力
が
ま
す
ま
す

高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
変
革

は
参
加
メ
ン
バ
ー
の
国
内
法
に
係
わ
っ
て
く
る

た
め
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
参
加
す
る
各
経
済
体
は
多

か
れ
少
な
か
れ
内
部
か
ら
の
抵
抗
に
遭
う
か
も

し
れ
な
い
。

第
１
８
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

非
公
式
首
脳
会
議
が
１
３
日
と
１
４
日
に
横
浜
で
行

わ
れ
た
。
写
真
は
会
場
の
ヨ
コ
ハ
マ 

グ
ラ
ン
ド 

イ

ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル 

ホ
テ
ル　

（
季
春
鵬
撮
影
）

国際問題国際問題

現
地
時
間
の
１
０
月
３
０
日
、
ベ
ト
ナ
ム
の
首

都
ハ
ノ
イ
で
行
わ
れ
て
い
た
東
ア
ジ
ア
関
連
首
脳
会

議
は
最
終
日
に
入
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
二
日
間
と
は

異
な
り
、
ハ
ノ
イ
の
ベ
ト
ナ
ム
国
家
会
議
セ
ン
タ
ー

で
は
米
国
の
メ
デ
ィ
ア
と
ロ
シ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
が
大

半
を
占
め
、
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
の
主
役
に
な
っ
た
。

こ
の
日
開
催
さ
れ
た
第
５
回
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト

に
、
米
国
の
ヒ
ラ
リ
ー
•
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官

と
ロ
シ
ア
の
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
が
招
か
れ
て
い
た
た
め

だ
。
来
年
、
米
国
と
ロ
シ
ア
は
正
式
に
東
ア
ジ
ア
サ

ミ
ッ
ト
に
加
入
す
る
予
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
東
ア
ジ

ア
サ
ミ
ッ
ト
の
参
加
国
は
１
６
カ
国
か
ら
１
８
カ
国

に
拡
大
す
る
。

米
国
の
加
入
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
に

極
め
て
大
き
な
不
確
定
性
が
生
じ
る
。
東
ア
ジ
ア
問

題
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
は
お
し
な
べ
て
次
の
よ
う
な
点
を

懸
念
し
て
い
る
。
米
国
が
加
入
後
、
従
来
東
ア
ジ
ア

サ
ミ
ッ
ト
を
主
導
し
て
き
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
そ
の
力

を
維
持
で
き
る
の
か
？
も
し
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
サ
ミ
ッ

ト
を
主
導
す
る
力
が
な
く
、
米
国
が
主
導
す
る
よ
う

に
な
っ
た
ら
、
従
来
の
意
味
で
の
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ

ト
は
も
は
や
存
在
し
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
？
仮

に
米
国
が
主
導
し
、
日
本
や
そ
の
他
親
米
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
諸
国
が
こ
れ
に
同
調
し
た
ら
、
中
国
の
地
域
影
響

力
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の
か
？

「
拡
大
」
で
変
わ
る
構
造

今
回
の
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
の
議
長
で
あ
る
ベ

ト
ナ
ム
の
グ
エ
ン
・
タ
ン
・
ズ
ン
首
相
は
１
０
月

３
０
日
の
会
議
の
席
上
、
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
と
ク
リ
ン

ト
ン
国
務
長
官
に
対
し
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
首
脳

が
ロ
シ
ア
と
米
国
の
両
国
首
脳
を
第
６
回
東
ア
ジ
ア

サ
ミ
ッ
ト
に
招
く
こ
と
を
決
定
し
、
２
０
１
１
年
か

ら
ロ
シ
ア
と
米
国
が
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
に
加
入
す

る
こ
と
が
会
議
で
決
定
さ
れ
た
旨
を
正
式
に
通
知
し

た
。米

ロ
の
加
入
に
つ
い
て
、
温
家
宝
・
中
国
国
務

院
総
理
は
歓
迎
の
意
を
表
す
る
と
同
時
に
、
両
国
が

建
設
的
な
役
割
を
発
揮
す
る
よ
う
希
望
す
る
と
述
べ

た
。
温
家
宝
総
理
は
さ
ら
に
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト

は
既
定
の
主
旨
、
性
質
と
原
則
を
堅
持
し
、
交
流
と

協
力
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
指
摘
し

た
。東

ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
は
地
域
協
力
に
つ
い
て
討

論
す
る
戦
略
的
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
り
、
重
点
と
し
て

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
金
融
、
教
育
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
減
災
の
五
大
協
力
分
野
に
注
目
し
て
い
る
。
サ

ミ
ッ
ト
の
当
初
か
ら
の
参
加
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
１
０

カ
国
と
中
国
、
日
本
、
韓
国
、
イ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
含
め
た
１
６
カ
国

で
あ
る
。

中
国
現
代
国
際
関
係
研
究
院
南
ア
ジ
ア
・
東
南

ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
研
究
所
の
褚
浩
博
士
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
中
国
は
現
在
急
速
に
台
頭
し

て
お
り
、
経
済
、
文
化
、
政
治
な
ど
面
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
に
対
す
る
影
響
が
拡
大
し
続
け
て
い
る
。
現
実
と

し
て
そ
う
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
、

中
国
の
実
力
の
向
上
は
周
辺
国
家
に
中
国
の
台
頭
は

脅
威
で
あ
る
と
の
懸
念
を
抱
か
せ
て
い
る
。
現
在
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
多
く
の
国
に
「
中
国
脅
威
論
」
が
起
こ

る
兆
し
が
見
ら
れ
る
。

米
国
で
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
が
昨
年
高

ら
か
に
「
東
南
ア
ジ
ア
回
帰
」
を
宣
言
し
た
後
、
米

国
が
ア
ジ
ア
に
介
入
す
る
動
き
が
日
増
し
に
増
え

て
い
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
の
ア
ジ
ア
訪
問
後

は
、
オ
バ
マ
大
統
領
も
来
月
初
め
に
イ
ン
ド
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
韓
国
、
日
本
な
ど
を
歴
訪
す
る
予
定

だ
。米

国
が 

「
東
南
ア
ジ
ア
回
帰
」
に
意
欲
を
見

せ
、
中
国
へ
の
抑
制
均
衡
を
図
る
一
方
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
ほ
う
も
米
国
が
入
る
こ
と
で
中
国
の
影
響
力

が
均
衡
化
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

複
雑
化
す
る
東
ア
ジ
ア
問
題

米
国
の
介
入
は
、
東
ア
ジ
ア
の
地
域
問
題
を
複

雑
化
さ
せ
る
。

こ
こ
最
近
、
中
日
関
係
が
「
船
舶
衝
突
事
件
」

で
膠
着
状
態
に
陥
り
、
東
ア
ジ
ア
関
連
首
脳
会
議
期

間
中
に
温
家
宝
総
理
と
日
本
の
菅
直
人
首
相
が
会
見

す
る
か
ど
う
か
に
世
界
か
ら
の
注
目
が
集
ま
っ
た
。

日
本
側
に
も
中
日
首
脳
会
談
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
の
噂
が
流
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
最
終
的
に
中
国
側
は
、
日
本
側
が
二

カ
国
間
会
談
の
雰
囲
気
を
壊
し
た
こ
と
を
理
由
に
首

脳
会
談
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
、
温
家
宝
総
理
と
菅
直
人

首
相
は
１
０
月
３
０
日
午
前
に
約
１
０
分
間
の
非
正

式
な
懇
談
を
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
中
国
外
交
部
の
胡
正
躍
外
務
次

官
補
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
日
本
側
は
一
連
の

東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
期
間
に
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

中
国
の
主
権
と
領
土
保
全
を
侵
犯
す
る
言
論
を
繰
り

返
し
、
そ
の
後
も
中
日
外
相
会
談
の
内
容
に
つ
い
て

事
実
と
異
な
る
こ
と
を
流
布
し
、
両
国
首
脳
が
ハ
ノ

イ
で
会
談
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
雰
囲
気
を
壊
し

た
。
東
ア
ジ
ア
首
脳
会
議
の
直
前
に
は
、
日
本
の
外

交
当
局
責
任
者
が
他
国
と
結
託
し
て
釣
魚
島
問
題
を

再
び
あ
お
っ
た
。

ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
に
よ
る
と
、
胡
正
躍
外
務
次
官

東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
「
拡
大
」
が
呼
ぶ
懸
念
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補
の
こ
の
発
言
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
国
務
長
官
が
１
０

月
２
８
日
に
日
本
の
前
原
誠
司
外
相
と
会
談
後
、
日

米
安
保
条
約
が
釣
魚
島
に
適
用
さ
れ
る
と
公
の
場
で

発
言
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

中
国
外
交
部
の
馬
朝
旭
報
道
官
は
１
０
月
２
９

日
、
記
者
の
質
問
に
答
え
た
際
、
ク
リ
ン
ト
ン
国
務

長
官
の
関
連
発
言
に
対
す
る
中
国
側
の
強
い
関
心
と

強
烈
な
不
満
を
伝
え
、
日
米
双
方
に
当
該
地
域
の
平

和
安
定
に
益
す
る
こ
と
を
す
る
よ
う
望
む
と
述
べ

た
。南

中
国
海
問
題
の
戦
略
的
処
理

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
１
０
カ
国
の
う
ち
、
４
カ
国
が
中

国
と
領
土
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
る
。
ク
リ
ン
ト
ン

国
務
長
官
は
今
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
外
相
会
議
で
南
中

国
海
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
得
ら
れ
た
反
応

は
中
国
の
楊
潔
篪
外
交
部
長
の
真
っ
向
か
ら
の
反
駁

と
中
国
軍
の
南
中
国
海
で
の
軍
事
演
習
で
あ
っ
た
。

ま
た
中
日
の
「
船
舶
衝
突
事
件
」
後
の
中
国
側
の
態

度
も
強
硬
な
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
南
中
国
海
問
題
に
対
す
る
焦
慮
を

つ
の
ら
せ
て
い
る
。

昨
年
１
１
月
に
ベ
ト
ナ
ム
で
開
催
さ
れ
た
南
中

国
海
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
韓
国
の
出

資
に
よ
る
も
の
で
、
日
本
は
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
官
を

含
む
海
洋
問
題
関
連
の
政
府
職
員
育
成
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
と
の
申
し
出
を
し
た
。
褚
浩
氏
に
よ
れ
ば
、

「
こ
れ
ら
の
海
洋
協
力
は
明
ら
か
に
中
国
を
見
据
え

た
も
の
だ
。
中
国
は
ベ
ト
ナ
ム
、
日
本
の
ど
ち
ら
と

も
海
域
争
い
を
し
て
い
る
」
。

し
か
し
、
温
家
宝
総
理
は
１
０
月
３
０
日
に
ハ

ノ
イ
で
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
の
ノ
ン
・
ド
ク
・
マ
イ
ン

中
央
総
書
記
長
と
会
見
し
た
際
、
次
の
よ
う
な
考
え

を
示
し
て
い
る
。
国
際
政
治
、
経
済
構
造
に
大
き
な

変
化
が
起
き
て
い
る
中
で
、
中
越
が
相
互
信
頼
と
団

結
を
強
め
る
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
中
国
は

ベ
ト
ナ
ム
と
高
層
で
の
交
流
を
保
ち
、
地
域
事
務
に

お
け
る
意
思
疎
通
と
協
調
を
強
化
し
、
中
越
の
全
面

的
な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、
中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
と
の
関
係
、
東
ア
ジ
ア
協
力
の
さ
ら
な
る
発
展

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

褚
浩
氏
の
見
解
に
よ
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
の
進
展
は
「
公
民
社
会
」
を
生
み
、
公
民
社

会
の
発
展
に
伴
っ
て
各
国
民
衆
の
各
国
家
へ
の
影
響

力
は
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
中
国
が
従
来
か
ら
進

め
て
き
た
よ
う
な
経
済
援
助
で
国
家
関
係
に
影
響
を

与
え
る
方
法
で
は
お
そ
ら
く
足
り
ず
、
文
化
交
流
や

非
従
来
型
の
安
全
協
力
な
ど
を
含
め
て
、
さ
ら
に
全

面
的
に
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
１
１
月

１
日
に
北
方
四
島
の
１
つ
、
国
後
島
を
訪
問
し
た

こ
と
で
、
日
本
は
駐
ロ
大
使
を
召
還
さ
せ
て
抗
議

し
、
一
方
、
米
国
が
「
日
米
安
保
条
約
は
日
ロ
の

争
い
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と
の
考
え
を
示
し
た

こ
と
か
ら
、
問
題
の
発
展
に
一
応
の
歯
止
め
が
か

か
っ
た
。
総
体
的
に
見
て
、
日
本
が
政
経
分
離
原

則
を
堅
持
す
る
ロ
シ
ア
の
こ
の
問
題
に
お
け
る
立

場
を
揺
り
動
か
す
の
は
難
し
い
。

旧
ソ
連
、
ロ
シ
ア
と
日
本
の
北
方
四
島
を
め

ぐ
る
駆
け
引
き
で
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏
や
エ
リ

ツ
ィ
ン
氏
、
プ
ー
チ
ン
氏
ら
三
代
の
指
導
者
の
こ

の
問
題
に
対
す
る
立
場
は
厳
し
く
な
か
っ
た
。
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
と
エ
リ
ツ
ィ
ン
両
氏
が
当
時
直
面
し

て
い
た
の
は
極
め
て
困
難
な
経
済
状
況
で
あ
り
、

そ
の
た
め
日
本
が
援
助
の
手
を
差
し
伸
べ
る
の
を

か
な
り
期
待
し
て
い
た
。
一
方
、
プ
ー
チ
ン
氏
の

「
小
さ
な
島
２
つ
を
返
還
す
る
」
と
の
提
案
も
、

日
本
の
ロ
シ
ア
へ
の
投
資
、
極
東
の
開
発
支
援
を

期
待
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
。

だ
が
、
今
の
ロ
シ
ア
経
済
は
す
で
に
正
常
な
軌

道
に
乗
り
、
経
済
危
機
で
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
は
か

な
り
深
刻
と
は
い
え
立
ち
直
り
始
め
て
お
り
、
や

は
り
日
本
の
援
助
を
期
待
し
て
い
る
、
と
は
完
全

に
は
言
え
な
い
。
よ
り
重
要
な
の
は
、
経
済
危
機

が
渦
巻
く
中
、
プ
ー
チ
ン
氏
が
日
本
で
は
な
く
、

中
国
か
ら
巨
額
の
融
資
を
受
け
る
選
択
を
し
た
こ

と
だ
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
日
本
に
比
べ
れ
ば
、
中

国
の
融
資
に
伴
う
政
治
的
色
彩
は
ず
っ
と
少
な

日
ロ
の
争
い

     

日
本
外
交
の
苦
し
い
立
場
浮
き
彫
り
に

い
。ま

た
、
今
の
ロ
シ
ア
の
政
治
面
の
話

題
の
中
で
は
、
極
東
の
開
発
に
は
す
で
に

数
年
前
の
よ
う
な
熱
っ
ぽ
さ
は
な
い
。
開

発
は
大
量
の
外
資
を
導
入
す
れ
ば
解
決
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
だ
。
メ
ド
ベ
ー

ジ
ェ
フ
氏
は
こ
の
問
題
で
は
ロ
シ
ア
経
済

の
総
体
的
な
向
上
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
目

を
向
け
て
お
り
、
あ
る
地
域
の
発
展
を
強

調
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

反
対
に
、
日
本
は
む
し
ろ
ロ
シ
ア
に

比
べ
よ
り
多
く
の
経
済
的
利
益
を
念
頭

に
置
い
て
い
る
。
結
局
は
、
ロ
シ
ア
の

天
然
ガ
ス
に
依
存
し
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
ク
に
建
設
し
た
ト
ヨ
タ
な
ど
の

自
動
車
工
場
に
よ
る
経
済
的
利
益
を
享

受
し
て
い
る
。

プ
ー
チ
ン
政
権
の
後
期
、
ロ
シ
ア
の

北
方
四
島
に
関
す
る
立
場
は
は
っ
き
り
し

て
い
た
。
つ
ま
り
、
四
島
問
題
は
経
済
問

題
と
切
り
離
す
、
平
和
条
約
締
結
の
問
題

と
も
切
り
離
す
、
と
い
う
こ
と
だ
。
従
っ

て
、
こ
の
問
題
で
日
本
が
ロ
シ
ア
の
立
場

を
揺
り
動
か
す
の
は
難
し
い
。

こ
う
し
た
背
景
が
理
解
で
き
れ
ば
、
日

本
と
ロ
シ
ア
を
め
ぐ
る
駆
け
引
き
の
勝
敗

は
明
々
白
々
で
あ
る
。
だ
が
、
ど
ち
ら
が

優
位
に
立
つ
か
は
っ
き
り
し
な
い
中
、
日
本
は
大

使
召
還
と
い
う
「
か
な
り
厳
し
い
」
措
置
を
講
じ

た
。
ロ
シ
ア
側
も
か
な
り
老
練
な
反
応
を
示
し
て

お
り
、
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
は
日
本
が
こ
れ
ほ
ど
厳
し

い
行
動
に
出
た
理
由
が
解
せ
な
い
、
と
一
貫
し
て

主
張
。
わ
が
国
の
大
統
領
が
自
ら
の
領
土
を
視
察

す
る
こ
と
が
、
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
、
と
い

う
意
味
だ
。
同
時
に
外
相
は
「
ロ
シ
ア
が
大
使
を

は
明
ら
か
だ
が
、
目
的
は
達
成
さ
れ
て
お

ら
ず
、
事
態
収
拾
は
難
し
そ
う
に
見
え

る
。
大
使
が
こ
の
よ
う
に
帰
国
す
れ
ば
、

外
交
的
に
マ
イ
ナ
ス
の
面
が
非
常
に
多
い

か
ら
だ
。

こ
の
よ
う
な
膠
着
し
た
状
況
に
あ
っ

て
、
第
３
者
に
局
面
を
打
開
さ
せ
る
こ
と

は
可
能
だ
ろ
う
か
。
米
国
務
省
の
コ
ー

リ
ー
報
道
官
が
示
し
た
「
日
米
安
保
条
約

は
日
ロ
の
争
い
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」
と

の
態
度
は
、
そ
の
可
能
性
を
否
定
し
た
も

の
に
等
し
い
。
米
ロ
関
係
は
よ
う
や
く

「
リ
セ
ッ
ト
」
さ
れ
、
両
国
は
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
麻
薬
取
締
り
共
同
作
戦
を
展
開

し
た
ば
か
り
だ
。
ワ
シ
ン
ト
ン
が
東
京
の

た
め
に
モ
ス
ク
ワ
と
の
関
係
の
進
展
を
犠

牲
に
す
る
こ
と
は
な
い
。

理
解
に
苦
し
む
の
は
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ

フ
氏
は
早
く
か
ら
北
方
四
島
を
訪
問
す
る

考
え
を
示
し
て
お
り
、
た
だ
天
候
の
関
係

で
実
現
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
よ

う
に
長
い
時
間
が
あ
り
な
が
ら
、
日
本
が

「
大
使
召
還
」
、
と
い
う
時
宜
に
ま
っ
た

く
適
さ
な
い
対
応
策
し
か
取
れ
な
か
っ
た

の
は
何
故
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日

本
外
交
の
稚
拙
さ
を
示
し
て
い
る
よ
う

だ
。

ま
た
、
「
ロ
シ
ア
の
大
統
領
は
釣
魚
島
を
め

ぐ
る
中
日
紛
争
に
乗
じ
て
、
中
国
を
支
援
す
る
た

め
北
方
領
土
を
訪
問
し
た
」
と
の
報
道
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
に
必
要
な
情
報
が
な
い
た

め
、
み
だ
り
に
結
論
を
下
す
こ
と
は
し
な
い
。
た

だ
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
中
米
ロ
と
い
う
３
つ
の
大

国
に
挟
ま
れ
た
日
本
の
や
る
せ
な
い
立
場
を
際
立

た
せ
て
い
る
。
（
方　

亮
）

ロ
シ
ア
の
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
１
１
月
１
日
午
前
、
北
方
四
島
の

１
つ
、
国
後
島
に
上
陸
し
た 

（
新
華
社
）

召
還
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ボ
ー
ル
は
日
本
の
足
元
に
投
げ

返
さ
れ
た
。
こ
こ
で
注
視
す
べ
き
は
、
日
本
の
大

使
は
「
臨
時
に
召
還
」
さ
れ
た
、
つ
ま
り
、
い
つ

で
も
戻
る
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
正

式
の
召
還
で
あ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
も
必
ず
同
じ
よ
う

に
大
使
を
召
還
す
る
だ
ろ
う
。
日
本
側
が
こ
う
し

た
行
動
で
ロ
シ
ア
側
の
翻
意
を
期
待
し
て
い
る
の
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国際問題国際問題

米
越
関
係
の

    
緊
密
化
と
発
展
へ
の
展
望

１
９
９
５
年
に
米
国
と
ベ
ト
ナ
ム
が
関
係
を
正

常
化
し
て
以
来
、
交
流
は
増
え
続
け
、
二
国
関
係

は
安
定
、
進
展
し
た
。
オ
バ
マ
政
権
の
登
場
後
、

米
国
は
「
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
回
帰
」
を
宣
言
、
関

係
国
に
対
す
る
政
策
の
調
整
を
加
速
し
、
ベ
ト
ナ

ム
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
そ
の
重
点
に
据
え
た
。
今

年
に
入
っ
て
米
越
関
係
は
急
速
に
緊
密
化
し
、
す

で
に
国
際
政
治
に
お
い
て
、
と
く
に
南
中
国
海
周

辺
国
が
強
い
関
心
を
寄
せ
る
焦
点
と
な
っ
た
。

■
関
係
は
全
面
的
に
緊
密
化

政
治
面
で
、
両
国
関
係
は
日
を
追
う
ご
と
に
緊

密
さ
を
増
し
て
い
る
。
今
年
７
月
、
ク
リ
ン
ト
ン

米
国
務
長
官
が
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
、
米
越
国
交

回
復
１
５
周
年
記
念
式
典
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
（
ア
セ
ア
ン
）
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
。
１
０
月

末
に
は
二
国
間
協
力
を
一
段
と
強
化
す
る
た
め
、

東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
前
日
に
ベ
ト
ナ
ム
を
再
度
訪

れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
は
ア
セ
ア
ン
議
長
国
と
し
て
、

中
国
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
影
響
の
均
衡
を
図

る
狙
い
か
ら
、
米
国
に
東
サ
ミ
ッ
ト
参
加
を
要
請

し
た
。

軍
事
面
で
も
、
双
方
の
協
力
分
野
は
絶
え
ず
拡

大
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
軍
事
要
員
の
育
成
や
援

助
、
海
上
救
助
な
ど
多
岐
に
及
ぶ
。
８
月
１
０
日

に
は
米
国
の
駆
逐
艦
「
ジ
ョ
ン
・
マ
ケ
イ
ン
」
が

ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
都
市
・
ダ
ナ
ン
に
入
港
。
米
越

関
係
は
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
。

経
済
面
で
も
協
力
は
一
段
と
進
展
。
貿
易
額
は

０
１
年
の
２
０
億
ド
ル
か
ら
０
９
年
に
１
５
０
億

ド
ル
に
。
在
米
ベ
ト
ナ
ム
商
務
部
は
、
今
年
の
対

米
輸
出
は
前
年
同
期
比
１
５
％
増
の
１
４
２
億
ド

ル
に
達
す
る
と
予
測
し
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
は
米

輸
出
入
銀
行
（
Ｅ
Ｘ
―
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
）
か
ら
貿

易
関
係
発
展
の
た
め
重
要
な
９
カ
国
の
１
つ
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

米
国
と
ベ
ト
ナ
ム
は
民
間
原
子
力
協
力
に
つ
い

て
協
議
し
、
燃
料
と
原
子
力
技
術
を
共
有
す
る
こ

と
を
模
索
。
両
国
は
３
月
３
０
日
、
ハ
ノ
イ
で
米

国
が
核
燃
料
を
提
供
す
る
覚
書
き
に
調
印
し
た
。

燃
料
・
技
術
共
有
を
め
ぐ
る
交
渉
は
今
、
最
終
段

階
を
迎
え
て
い
る
。

■
米
国
の
中
国
け
ん
制
に
期
待

長
年
に
わ
た
り
、
ベ
ト
ナ
ム
の
南
中
国
海
問

題
に
お
け
る
中
国
と
の
確
執
は
最
大
、
か
つ
最
も

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
領
土

は
南
北
に
狭
く
長
く
延
び
て
お
り
、
海
岸
線
の
大

半
は
南
中
国
海
に
面
し
て
い
る
た
め
、
戦
略
・
経

済
的
価
値
に
し
て
も
、
軍
事
上
の
意
義
か
ら
し
て

も
、
ベ
ト
ナ
ム
に
と
っ
て
南
中
国
海
の
重
要
性
は

そ
の
他
の
国
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。
当
面
の

ベ
ト
ナ
ム
の
外
交
活
動
の
重
点
は
、
南
中
国
海
問

題
を
国
際
化
、
多
国
化
す
る
こ
と
だ
。
そ
の
た

め
、
中
国
の
反
対
を
顧
み
ず
、
こ
の
紛
争
を
国
連

で
討
議
す
る
よ
う
他
国
に
呼
び
か
け
て
い
る
。

だ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
が
承
知
し
て
い
る
よ
う

に
、
単
な
る
国
際
化
や
多
国
化
で
中
国
を
阻
止

す
る
の
は
無
理
で
あ
り
、
現
在
の
世
界
の
超
大

国
で
あ
る
米
国
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
、
中
国

の
影
響
力
に
バ
ラ
ン
ス
を
持
た
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
上
層
部
は
米
国
に

対
し
深
い
疑
念
を
抱
き
な
が
ら
も
、
バ
ラ
ン
ス

の
維
持
に
は
米
国
が
不
可
欠
だ
、
と
い
う
認
識

を
ま
す
ま
す
強
く
し
て
い
る
。
中
国
が
南
中
国

海
諸
島
の
返
還
に
動
く
か
ど
う
か
を
、
ベ
ト
ナ

ム
は
非
常
に
懸
念
し
て
る
。

ベ
ト
ナ
ム
民
間
の
親
米
派
が
後
押
し
た
こ
と

も
、
米
越
が
接
近
し
た
１
つ
の
要
因
だ
ろ
う
。
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
中
、
米
国
資
本
は
津
々
浦
々
ま
で
地

元
の
経
済
に
浸
透
。
米
国
に
逃
れ
た
数
多
く
の
難

民
は
両
国
関
係
正
常
化
後
、
双
方
の
交
流
の
強
化

に
尽
力
。
ベ
ト
ナ
ム
は
長
期
に
わ
た
り
フ
ラ
ン
ス

の
植
民
地
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
思
想
や

意
識
、
生
活
習
慣
の
面
で
西
洋
の
影
響
を
受
け
た

人
た
ち
は
、
西
側
諸
国
と
の
交
流
を
望
み
、
そ
れ

を
弾
み
に
米
越
関
係
は
急
速
に
発
展
し
て
い
っ

た
。

■
「
東
南
ア
ジ
ア
回
帰
」
の
契
機
に

米
国
は
昨
年
、
「
東
南
ア
ジ
ア
へ
の
回
帰
」

を
宣
言
。
そ
れ
以
降
、
メ
コ
ン
川
下
流
を
め
ぐ

る
協
力
計
画
の
策
定
、
第
１
回
米
国
・
ア
セ
ア

褚　

浩
（
中
国
現
代
国
際
関
係
研
究
院
研
究
員
）

ン
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
ま
た
「
太
平
洋
横
断
戦

略
的
経
済
連
携
協
定
」
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
積
極
的

な
模
索
、
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト
へ
の
出
席
と

い
っ
た
よ
う
に
、
東
ア
ジ
ア
と
の
協
力
に
大
き

な
力
を
注
い
で
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
重
要
な
戦

略
的
地
位
を
念
頭
に
、
米
国
は
ベ
ト
ナ
ム
を
自

身
の
影
響
力
の
南
方
拡
大
へ
の
最
前
陣
地
に
据

え
、
ベ
ト
ナ
ム
が
ア
セ
ア
ン
内
部
の
地
位
を
向

上
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
機
を
捉
え
て
、
南
中

国
海
問
題
に
介
入
し
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
協

力
に
参
与
す
る
た
め
の
力
点
を
模
索
す
る
こ
と

で
、
日
増
し
に
拡
大
の
勢
い
に
あ
る
中
国
の
影

響
力
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
は
米
国
の
力
を
借
り
て
、
領
海
権
を

維
持
し
、
国
際
舞
台
に
お
い
て
さ
ら
に
大
き
な
力

と
手
段
を
手
に
す
る
こ
と
を
望
み
、
一
方
の
米
国

は
ベ
ト
ナ
ム
の
力
を
借
り
て
、
東
南
ア
ジ
ア
へ
の

回
帰
の
歩
み
を
加
速
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
戦
略
上
の
共
通
点
が
、
近
年
来
の
両
国

関
係
を
新
た
な
段
階
に
ま
で
一
気
に
押
し
上
げ
た

主
要
な
原
動
力
と
な
っ
た
。
米
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の

関
係
の
急
速
な
緊
密
化
は
、
長
期
的
利
益
に
基
づ

き
、
ま
た
深
思
熟
考
を
経
た
も
の
で
あ
り
、
決
し

て
衝
動
的
、
あ
る
い
は
場
当
た
り
的
な
も
の
で
は

な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
巧
み
な
外
交
」
で
関
係
処
理

将
来
、
ベ
ト
ナ
ム
は
米
国
と
の
関
係
の
進
展
を

留
保
す
る
か
も
知
れ
ず
、
米
越
関
係
は
や
は
り
発

展
に
向
け
て
様
々
な
障
害
に
ぶ
つ
か
る
だ
ろ
う
。

何
故
な
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
拭
い
去
る
こ
と
の

で
き
な
い
歴
史
的
な
陰
影
と
し
て
残
っ
て
い
る
か

ら
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
人
の
多
く
は
戦
争
に
よ
る
痛
み

を
い
ま
だ
忘
れ
て
お
ら
ず
、
軍
事
面
で
米
国
に
対

し
て
非
常
に
警
戒
心
を
抱
い
て
お
り
、
米
軍
の
駐

留
に
反
対
し
て
い
る
。
ま
た
、
民
主
や
人
権
な
ど

の
問
題
を
め
ぐ
る
矛
盾
が
決
し
て
「
一
日
の
寒
」

で
は
な
い
か
ら
だ
。
米
国
は
依
然
と
し
て
ベ
ト
ナ

ム
の
民
主
・
人
権
問
題
を
批
判
し
続
け
て
い
る
。

米
越
関
係
は
や
は
り
中
国
の
影
響
を
受
け
る
だ

ろ
う
。
ベ
ト
ナ
ム
は
経
済
と
地
勢
政
治
上
、
中
国

を
軽
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
共
産

党
指
導
部
に
は
、
中
国
の
経
済
・
政
治
モ
デ
ル
を

参
考
に
し
た
い
と
考
え
る
党
員
は
少
な
く
な
い
。

ベ
ト
ナ
ム
の
政
治
・
経
済
に
と
っ
て
非
常
に
参
考

と
な
り
、
中
越
関
係
は
ベ
ト
ナ
ム
政
権
の
安
定
と

経
済
発
展
に
か
か
わ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
今
後
の
政
策
は
、
バ
ラ
ン
ス
を

維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
巧
み
な
外
交
」
が

中
国
、
そ
し
て
米
国
と
の
関
係
を
処
理
す
る
主

要
な
手
段
と
な
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
国
防
副
大
臣

は
８
月
２
５
日
、
こ
う
強
調
し
た
。
「
ベ
ト
ナ

ム
が
永
遠
に
米
国
の
軍
事
面
の
盟
友
、
ま
た
、

い
か
な
る
国
の
軍
事
面
の
盟
友
に
な
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
が
米
国
に
依
存
、
ま

た
米
国
を
味
方
に
し
て
何
ら
か
の
目
的
を
達

成
す
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。
ベ
ト
ナ
ム
と
米

国
、
中
国
を
三
角
形
的
な
関
係
に
置
か
な
い
で

ほ
し
い
。
米
国
と
ベ
ト
ナ
ム
の
関
係
、
そ
の
他

の
関
係
と
比
較
す
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
と
中
国
の

関
係
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
」

２
０
１
０
年
７
月
２
３
日
に
ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
で
開
催
さ
れ
た
第
１
７
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）
会
議
に
出
席
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
米
国
務
長
官
（
陳
鐸
撮
影
）
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経済経済

１
０
月
２
１
日
、
国
家
統
計
局
は
第
３
四
半
期

の
国
民
経
済
状
況
を
発
表
し
た
。
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
第
３
四
半
期
の
中
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
９
•

６
％
で
、
第
２
四
半
期
の
１
０
•
３
％
か
ら
低
下

し
た
も
の
の
、
引
き
続
き
健
全
な
発
展
の
勢
い
を

保
っ
た
。
同
時
に
、
中
国
経
済
の
成
長
の
重
心
は

引
き
続
き
内
需
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

成
長
率
は
正
常
な
状
態
を
回
復

昨
年
第
４
四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
１
２
•

１
％
と
い
う
高
い
数
値
を
記
録
し
た
後
、
今
年

に
入
っ
て
か
ら
中
国
は
経
済
成
長
率
低
落
期
に

入
っ
た
。
第
１
四
半
期
の
経
済
成
長
率
は
１
１
•

９
％
、
第
２
四
半
期
は
１
０
•
３
％
に
下
が
り
、

第
３
四
半
期
は
９
•
５
％
ま
で
低
下
し
た
。

申
銀
万
国
の
首
席
マ
ク
ロ
ア
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る

李
慧
勇
氏
は
、
調
整
を
経
て
、
中
国
経
済
は
ほ
ぼ

正
常
な
状
態
を
取
り
戻
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

経
済
成
長
率
鈍
化
は
中
国
政
府
が
主
動
的
に
調

整
し
た
結
果
で
あ
る
。
中
国
は
金
融
危
機
が
も
た

ら
し
た
機
会
を
捉
え
、
立
ち
遅
れ
た
生
産
能
力
の

淘
汰
、
輸
出
税
払
戻
率
の
引
き
上
げ
、
為
替
レ
ー

ト
改
革
の
再
起
動
な
ど
の
政
策
を
通
じ
て
経
済
成

長
方
式
と
成
長
構
造
を
変
更
し
た
結
果
、
投
資
成

長
率
の
低
下
を
招
き
、
さ
ら
に
は
工
業
成
長
率
を

押
し
下
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
３
四
半
期
は
、

外
需
が
依
然
と
し
て
比
較
的
速
く
成
長
す
る
中

で
、
２
四
半
期
連
続
で
投
資
と
消
費
成
長
率
の
両

方
に
一
定
の
低
落
が
見
ら
れ
た
。

李
慧
勇
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
金
融

危
機
発
生
後
、
中
国
が
経
済
刺
激
の
た
め
に
打
ち

出
し
た
四
兆
元
の
投
資
は
今
年
年
末
に
ほ
ぼ
終
了

し
、
一
方
で
世
界
経
済
回
復
の
勢
い
は
鈍
化
、
不

動
産
市
場
の
可
変
要
素
は
ま
だ
消
え
て
い
な
い
た

め
、
中
国
経
済
の
前
四
半
期
比
と
同
期
比
の
成
長

率
は
そ
れ
ぞ
れ
今
年
第
４
四
半
期
と
来
年
第
１
四

半
期
に
底
を
打
ち
、
来
年
第
２
四
半
期
に
は
再
び

著
し
い
回
復
を
見
せ
る
だ
ろ
う
。

中
国
の
政
策
決
定
者
に
と
っ
て
も
世
界
市
場
に

と
っ
て
も
、
中
国
経
済
の
軟
着
陸
は
よ
い
ニ
ュ
ー

ス
だ
。
中
国
政
府
は
不
動
産
や
重
工
業
な
ど
の
業

界
が
過
熱
す
る
の
を
避
け
る
べ
く
努
力
し
て
い

る
。 

市
場
消
費
需
要
は
な
お
比
較
的
旺
盛

国
家
統
計
局
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
第
１
～

第
３
四
半
期
に
、
中
国
社
会
消
費
財
小
売
総
額
は

同
期
比
１
８
•
３
％
増
の
１
１
兆
１
０
２
９
億
元

に
達
し
、
安
定
的
か
つ
比
較
的
速
い
成
長
を
保
っ

た
。国

家
経
済
信
息
中
心
（
国
家
情
報
セ
ン
タ
ー
）

の
分
析
で
は
、
中
国
の
住
民
所
得
は
引
き
続
き
比

較
的
速
い
成
長
を
続
け
、
消
費
拡
大
の
た
め
の
基

礎
が
固
ま
っ
た
と
し
て
い
る
。
今
年
に
入
り
、
企

業
退
職
者
の
基
本
養
老
金
を
１
０
％
上
げ
、
一
部

の
省
・
市
は
生
活
保
障
基
準
を
引
き
上
げ
、
２
３

の
省
・
市
で
最
低
賃
金
基
準
を
平
均
２
０
％
引
き

上
げ
た
。
労
働
力
の
需
給
関
係
が
変
化
し
た
こ
と

で
、
一
部
地
区
の
農
民
工
の
賃
金
が
比
較
的
大
幅

に
増
え
た
。

中
国
政
府
が
打
ち
出
し
た
「
家
電
下
郷
（
農

村
部
の
家
電
普
及
奨
励
策
）
」
、
「
汽
車
以
旧

換
新
（
自
動
車
の
買
い
替
え
奨
励
策
）
」
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
車
・
省
エ
ネ
車
に
対
す
る
補
助
金

な
ど
消
費
拡
大
政
策
が
引
き
続
き
効
果
を
あ
げ

て
い
る
。
第
１
～
第
３
四
半
期
の
社
会
消
費
財

小
売
総
額
の
う
ち
、
自
動
車
類
は
３
４
•
９
％

成
長
、
家
電
と
音
響
映
像
機
器
類
は
２
８
•

１
％
成
長
し
た
。

今
年
中
国
政
府
は
新
型
農
村
社
会
養
老
保
険
制

度
の
試
行
範
囲
を
１
０
％
か
ら
２
３
％
へ
と
拡
大

し
、
都
市
住
民
の
基
本
医
療
保
険
と
農
村
合
作
医

療
保
険
の
財
政
補
助
基
準
を
前
年
よ
り
５
０
％
多

い
１
２
０
元
ま
で
上
げ
、
都
市
と
農
村
の
住
民
医

療
保
険
レ
ベ
ル
が
著
し
く
改
善
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

に
よ
り
、
住
民
の
消
費
意
欲
が
あ
る
程
度
高
ま
っ

た
。国

家
統
計
局
の
デ
ー
タ
で
は
、
第
１
～
第
３
四

中国経済は
健全な発展を維持

上
海
市
淮
海
路
の
デ
パ
ー
ト
で
商
品
を
選
ぶ
買
い
物
客　

 

（
張
明
撮
影
）

本誌記者　蘭辛珍
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半
期
の
都
市
住
民
１
人
当
た
り
平
均
消

費
性
支
出
は
実
質
６
•
３
％
成
長
、
農

村
住
民
の
１
人
当
た
り
平
均
生
活
消
費

現
金
支
出
は
実
質
７
•
３
％
成
長
で

あ
っ
た
。

イ
ン
フ
レ
が
出
現

第
３
四
半
期
に
中
国
経
済
が
直
面
し

た
問
題
で
焦
点
と
な
っ
た
の
は
物
価
動

向
で
あ
る
。
７
月
度
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
消
費

者
物
価
指
数
）
上
昇
率
が
再
び
３
％
と

い
う
中
国
政
府
が
設
定
し
た
警
戒
線
を

突
破
し
て
以
降
、
８
月
度
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は

同
期
比
で
３
•
５
％
上
が
り
、
上
昇
率

は
７
月
度
よ
り
０
•
２
ポ
イ
ン
ト
拡
大

し
た
。

国
家
統
計
局
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、

９
月
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
同
期
比
で
３
•
６
％

上
が
り
、
イ
ン
フ
レ
の
抑
止
が
中
国
経

済
運
営
の
重
点
の
1
つ
と
な
っ
た
。

清
華
大
学
中
国
・
世
界
経
済
研
究
セ

ン
タ
ー
の
袁
鋼
明
研
究
員
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｉ

が
高
い
上
昇
率
を
続
け
て
い
る
主
な
原

因
は
野
菜
、
食
品
価
格
の
上
昇
で
あ
る

と
し
て
い
る
。

国
家
発
展
改
革
委
員
会
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
９
月
度
の
全

国
主
要
生
産
地
域
の
食
糧
買
付
価
格
、

３
６
の
大
中
都
市
の
食
糧
小
売
価
格
は

全
体
的
に
安
定
し
つ
つ
小
幅
の
上
昇
が

見
ら
れ
た
。
豚
肉
、
鶏
卵
の
価
格
上
昇

傾
向
は
著
し
く
弱
ま
り
、
牛
・
羊
肉
、

鶏
肉
、
食
用
油
と
野
菜
の
価
格
は
小
幅

に
上
昇
し
た
。

ま
た
中
央
銀
行
の
デ
ー
タ
で
は
、

第
１
～
第
３
四
半
期
の
人
民
元
貸
付
は

６
兆
３
０
０
０
億
元
増
え
、
９
月
度
は

５
９
５
５
億
元
増
え
た
。
こ
れ
は
市
場

の
予
測
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
過

剰
な
流
動
性
も
物
価
上
昇
を
促
す
圧
力

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

現
在
イ
ン
フ
レ
圧
力
は
す
で
に
中

国
経
済
運
営
に
お
い
て
注
目
す
べ
き

問
題
の
1
つ
と
な
っ
て
お
り
、
利
上

げ
は
現
在
イ
ン
フ
レ
懸
念
に
対
応
す

る
た
め
の
最
良
の
策
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
１
０
月
１
９
日
に
中
央
銀

行
は
人
民
元
預
金
・
貸
付
の
基
準
利

率
を
０
•
２
５
ポ
イ
ン
ト
引
き
上
げ

る
と
発
表
し
た
。

貿
易
の
経
済
貢
献
度
は
低
下

国
家
統
計
局
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
１
～
９
月
の
中
国
の
輸
出
入
総
額

は
昨
年
同
期
よ
り
３
７
•
９
％
増
の

２
兆
１
４
８
６
億
８
０
０
０
万
ド
ル
で

あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
輸
出
は
３
４
％

増
の
１
兆
１
３
４
６
億
４
０
０
０
万

ド
ル
だ
っ
た
。
上
半
期
と
の
比
較
で

は
、
貿
易
成
長
率
は
さ
ら
な
る
低
下

傾
向
に
あ
り
、
上
半
期
の
中
国
輸
出

入
総
額
は
同
期
比
４
３
•
１
％
増
の

１
兆
３
５
４
８
億
８
０
０
０
万
ド
ル
、

そ
の
う
ち
輸
出
は
同
期
比
３
５
•
２
％

増
の
７
０
５
０
億
９
０
０
０
万
ド
ル
で

あ
っ
た
。

国
家
信
息
中
心
の
分
析
に
よ
れ

ば
、
中
国
の
輸
出
が
上
半
期
の
急
成

長
を
維
持
で
き
な
か
っ
た
原
因
は
、

下
半
期
に
入
っ
て
か
ら
世
界
経
済
の

成
長
率
が
鈍
化
し
、
特
に
欧
州
債
務

危
機
以
降
、
財
政
再
建
が
各
国
の
注

目
す
る
焦
点
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の

国
が
財
政
支
出
を
引
き
締
め
始
め
、

同
時
に
欧
州
債
務
危
機
に
よ
り
欧
州

諸
国
の
流
動
性
引
き
締
め
に
向
か
っ

た
た
め
、
貿
易
融
資
の
コ
ス
ト
が
上

昇
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
ら
は
中
国
の
輸
出
に
と
っ
て
不
利

な
影
響
を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
欧
米
諸
国
に
貿
易
保
護

主
義
が
高
ま
り
、
貿
易
保
護
的
な
財
政

刺
激
策
が
よ
り
多
く
取
ら
れ
た
り
、
こ

う
し
た
措
置
の
実
施
期
間
が
延
長
さ
れ

た
り
し
て
、
中
国
の
貿
易
輸
出
に
影
響

を
与
え
た
。

中
国
の
輸
出
税
払
戻
率
引
き
下
げ

も
輸
出
を
抑
制
し
た
。
財
政
部
と
税
務

総
局
は
７
月
１
５
日
か
ら
輸
出
税
払
戻

対
象
商
品
の
う
ち
計
４
０
６
項
目
を
取

り
消
す
こ
と
を
决
定
し
た
。
取
消
し
に

な
っ
た
の
は
主
に
鋼
材
、
非
鉄
金
属
、

医
薬
化
学
工
業
お
よ
び
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
ゴ
ム
製
品
な
ど
の
業
界
で
、
こ
の

た
め
第
３
四
半
期
以
降
こ
れ
ら
の
業
界

の
輸
出
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

財
政
収
入
は
成
長
維
持

第

１

～

第

３

四

半

期

の

全

国

財

政

収

入

累

計

は

６

兆

３

０

３

９

億

５

１

０

０

万

元

に

達

し

、

昨

年

同

期

比

で

１
兆
１
５
２
０
億
６
４
０
０
万
元

増
え
、
２
２
•
４
％
成
長
と
な
っ

た
。
財
政
収
入
に
お
け
る
税
収
は

５
兆
５
９
５
７
億
３
７
０
０
万
元
で

２
４
•
２
％
成
長
、
非
課
税
収
入
は

７
０
８
２
億
１
４
０
０
万
元
で
、
９
•

６
％
成
長
で
あ
っ
た
。

第

１

～

第

３

四

半

期

の

全

国

財

政

支

出

累

計

は

５

兆

４

５

０

４

億

９

６

０

０

万

元

で

、

昨

年

同

期

比

で

９
３
０
２
億
１
８
０
０
万
元
増
え
、

２
０
•
６
％
成
長
し
た
。

収
支
を
相
殺
す
る
と
、
第
３
四
半
期

の
財
政
は
８
５
３
４
億
５
５
０
０
万
元

の
黒
字
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
に

は
債
務
危
機
は
起
こ
ら
ず
、
し
か
も
政

府
の
経
済
社
会
発
展
へ
の
財
政
投
入
が

ま
だ
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
中
国
経
済
の
健
全
な
成
長
に
対

す
る
自
信
と
な
っ
た
。

し
か
し
財
政
収
入
動
向
か
ら
見
る

と
、
第
１
四
半
期
の
全
国
財
政
収
入

が
３
４
％
成
長
、
第
２
四
半
期
が
２
２

•
７
％
成
長
、
第
３
四
半
期
が
２
２
•

４
％
成
長
と
、
次
第
に
成
長
率
が
低
落

す
る
傾
向
に
あ
る
。
現
在
中
国
の
財
政

は
都
市
化
発
展
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
二

酸
化
炭
素
排
出
量
削
減
、
就
業
、
社
会

保
障
と
収
入
配
分
格
差
な
ど
の
問
題
に

よ
り
さ
ら
に
高
い
要
求
を
つ
き
つ
け
ら

れ
て
お
り
、
財
政
支
出
圧
力
は
ま
す
ま

す
増
大
し
て
い
る
。
財
政
収
入
が
持
続

的
成
長
を
維
持
で
き
る
か
ど
う
か
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。

瀋陽春季モーターショーで

展示車を見る市民　

（張文魁撮影）

「中国一の電気街」

深圳華強北では家電

商品の売れ行きが好

調。深圳の国美華強

店でカメラを選ぶ買

い物客　

（黄建華撮影）

経済経済
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日
本
が
量
的
緩
和
政
策
を
実
行
し
て
か
ら
何

年
も
た
つ
が
、
そ
の
せ
い
で
国
際
金
融
市
場
が

激
し
く
動
揺
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

し
か
し
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ
Ｂ
）

が
２
回
目
の
量
的
緩
和
政
策
Ｑ
Ｅ
２
を
発
表
す

る
と
、
世
界
の
株
式
市
場
は
た
ち
ま
ち
全
面
的

に
急
騰
し
、
金
や
大
量
取
引
商
品
の
価
格
も
全

面
的
に
上
が
っ
た
。
米
ド
ル
為
替
レ
ー
ト
が
急

落
す
る
一
方
で
、
米
ド
ル
以
外
の
通
貨
の
為
替

価
格
は
全
て
上
昇
し
た
。

米
国
国
内
の
通
貨
政
策
で
あ
る
Ｑ
Ｅ
２
が
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
激
し
く
国
際
市
場
を
揺
さ
ぶ
っ

た
の
は
な
ぜ
か
？

実
際
の
と
こ
ろ
、
Ｑ
Ｅ
２
発
表
後
の
国
際

市
場
の
反
応
は
そ
の
政
策
目
標
が
何
か
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
崩

壊
後
に
国
際
通
貨
体
系
が
金
本
位
制
か
ら
ド
ル

本
位
制
へ
と
切
り
替
わ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の

だ
。ド

ル
本
位
制
に
な
っ
た
後
、
米
国
は
あ
る

程
度
世
界
経
済
を
牛
耳
っ
た
。
米
ド
ル
は
米
国

の
主
権
が
主
導
す
る
信
用
通
貨
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
世
界
通
貨
と
な
っ
た
か
ら
だ
。
金
本
位

制
の
廃
止
後
、
米
ド
ル
の
発
行
量
は
国
際
市
場

で
流
通
す
る
米
ド
ル
の
需
給
関
係
で
は
な
く
、

米
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
量
的
緩
和
政
策

   
「
Ｑ
Ｅ
２
」
に
ど
う
対
応
す
る
か

米
国
の
メ
リ
ッ
ト
と
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

の
通
貨
政
策
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
き
た
。
そ

の
た
め
、
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
の
通
貨
政

策
は
国
際
金
融
市
場
の
通
貨
政
策
に
も
な
り
、

米
国
の
通
貨
政
策
の
い
か
な
る
変
化
も
国
際
金

融
市
場
に
対
す
る
大
き
な
打
撃
と
な
り
得
る
の

だ
。 ド

ル
本
位
制
の
確
立
後
、
商
品
市
場
と
通
貨

市
場
が
ま
っ
た
く
別
々
に
形
成
さ
れ
、
こ
の
２

つ
の
市
場
の
間
に
は
完
全
な
比
価
の
関
係
が
成

立
し
得
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
国
際
通
貨
体
系

の
内
在
的
欠
陥
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
国
際
貿
易

の
「
世
界
的
不
均
衡
」
は
ど
う
し
て
も
避
け
ら

れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
経
済
と
金
融
の
グ

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど
、

世
界
経
済
と
国
際
貿
易
の
成
長
は
速
く
な
り
、

米
ド
ル
に
対
す
る
需
要
も
高
ま
っ
て
、
米
国
は

米
ド
ル
供
給
の
拡
大
と
増
加
を
行
わ
ざ
る
を
得

ず
、
そ
の
結
果
米
国
の
国
際
収
支
赤
字
は
絶
え

ず
拡
大
し
、
米
ド
ル
供
給
は
増
え
続
け
た
。
こ

う
し
た
状
況
下
で
、
米
ド
ル
は
必
然
的
に
安
値

と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ま
た
米
国
の
貿
易
赤

字
と
米
ド
ル
供
給
が
増
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

国
際
経
済
の
い
わ
ゆ
る
不
均
衡
と
は
、
こ
の
よ

う
に
し
て
貿
易
赤
字
と
米
ド
ル
供
給
が
絶
え
ず

増
え
続
け
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
欠
陥
に
よ
り
、
大
量
に
利
益
を
求

め
る
国
際
短
期
資
本
が
国
際
通
貨
体
系
に
よ
っ

て
全
世
界
の
金
融
市
場
に
押
し
寄
せ
続
け
た
。

こ
れ
も
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
が
Ｑ
Ｅ
２
を

打
ち
出
し
た
後
に
国
際
市
場
が
激
し
く
動
揺
し

た
原
因
で
あ
る
。

米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
の
Ｑ
Ｅ
２
に
対

し
、
中
国
は
そ
の
政
策
の
ス
ピ
ル
オ
ー
バ
ー
効

果
を
非
難
す
る
以
外
に
も
、
現
在
の
よ
う
な
ド

ル
本
位
の
国
際
通
貨
体
系
を
正
視
し
、
国
際
市

場
の
反
応
や
国
際
金
融
市
場
の
価
格
、
実
体
経

済
運
営
が
受
け
る
影
響
に
対
す
る
注
視
と
研
究

を
行
っ
て
、
対
応
す
る
政
策
を
制
定
し
て
国
際

金
融
市
場
が
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
一
連
の
リ
ス

ク
を
警
戒
し
、
こ
れ
を
防
ぐ
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

中
国
の
金
融
、
貿
易
、
外
貨
準
備
に
対
す

る
Ｑ
Ｅ
２
の
打
撃
は
小
さ
く
は
な
い
が
、
現
在

の
経
済
運
営
情
況
か
ら
す
る
と
、
２
０
０
８
年

以
来
の
特
殊
な
通
貨
政
策
を
次
第
に
撤
廃
し
て

通
常
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
最
重
要
事
項
で
あ

り
、
Ｑ
Ｅ
２
の
た
め
に
そ
の
方
向
を
転
換
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、

国
内
に
氾
濫
す
る
流
動
性
は
中
国
経
済
に
巨
大

な
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

中
国
は
国
際
ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー
の
流
入
を
厳

し
く
警
戒
す
る
だ
け
で
な
く
、
資
産
価
格
バ
ブ

ル
を
制
限
し
、
国
際
ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー
が
利
ざ
や

を
稼
ぐ
の
を
防
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特

に
、
不
動
産
バ
ブ
ル
が
非
常
に
深
刻
な
今
、
国

際
ホ
ッ
ト
マ
ネ
ー
が
中
国
の
不
動
産
市
場
に
流

入
す
る
こ
と
は
禁
じ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
京
華

時
報
•
易
憲
容
）

ＣＰＩ指数上昇
求められるインフレ対応

本誌記者　金多優

山東鄒平県聯華スーパーマーケッ

トで農家から直接提供された野菜

を購入する市民

（董乃徳 撮影）
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土
曜
日
の
朝
、
ま
だ
８
時
前
だ
と
い
う
の
に
、

和
平
里
に
あ
る
美
廉
美
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

入
り
口
に
大
勢
の
人
が
並
ん
で
い
た
。
８
時
半
に

ス
ー
パ
ー
が
開
店
す
る
と
、
買
い
物
客
は
生
鮮
食

品
コ
ー
ナ
ー
の
羊
肉
の
薄
切
り
売
り
場
に
殺
到
。

数
分
間
で
羊
肉
の
薄
切
り
が
売
り
切
れ
た
。

こ
の
店
の
羊
肉
の
薄
切
り
は
特
価
セ
ー
ル
品

だ
っ
た
の
だ
。
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
は
１
７
元
。
「
質

が
そ
れ
ほ
ど
良
く
な
い
が
、
と
に
か
く
安
い
！
質

の
良
い
の
は
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
が
２
３
元
で
、
も
う

買
え
そ
う
も
な
い
」
と
列
に
並
ん
で
い
る
女
性
は

言
っ
た
。

中
国
の
消
費
者
に
と
っ
て
、
今
年
は
も
う
値
上

が
り
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
数
カ
月
連
続
し

て
、
肉
類
の
ほ
か
、
綿
花
、
石
油
、
ダ
イ
ズ
な
ど

大
量
取
引
商
品
の
価
格
も
上
昇
し
つ
つ
あ
る
。

１
１
月
１
１
日
、
国
家
統
計
局
が
発
表
し
た

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
今
年
１
０
月
に
消
費
者
物
価

指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
は
同
期
比
４
•
４
％
上
昇
し
、

市
場
予
測
の
４
％
を
大
き
く
上
回
り
、
９
月
の
上

げ
幅
よ
り
０
•
８
ポ
イ
ン
ト
伸
び
、
２
５
カ
月
ぶ

り
の
最
高
を
記
録
し
た
。

止
め
ら
れ
な
い
価
格
の
上
昇

今
回
の
イ
ン
フ
レ
の
兆
し
は
今
年
４
月
初

め
に
最
初
に
現
れ
、
２
０
０
９
年
末
に
マ
イ
ナ

ス
成
長
率
だ
っ
た
国
内
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ

Ｐ
Ｉ
）
は
ひ
そ
か
に
上
昇
し
、
４
月
に
は
２
•

８
％
ま
で
上
が
っ
た
。
大
量
取
引
商
品
の
価

格
も
値
上
が
り
し
、
非
鉄
金
属
、
ダ
イ
ズ
、
ゴ

ム
、
鋼
材
な
ど
の
価
格
は
す
べ
て
短
期
間
内
に

暴
騰
し
た
。

７
月
に
入
っ
て
、
大
量
取
引
商
品
の
価
格
は

年
内
２
度
目
の
値
上
が
り
を
始
め
た
。
リ
ョ
ク
ト

ウ
、
野
菜
を
は
じ
め
と
す
る
農
産
物
の
価
格
は
年

内
最
高
を
記
録
し
た
。
商
務
部
の
統
計
に
よ
る

と
、
当
時
の
全
国
３
６
の
都
市
で
７
割
近
く
の
食

用
農
産
物
が
値
上
が
り
し
た
。

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｉ
の
上
昇
は

緩
や
か
に
な
っ
た
が
、
国
慶
節
（
１
０
月
１
日
）

以
後
、
価
格
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な
り
、

現
物
か
ら
先
物
、
卸
売
り
か
ら
小
売
り
ま
で
、
商

品
価
格
が
全
て
上
昇
し
た
。

こ
の
後
の
物
価
の
動
き
に
つ
い
て
、
市
場
は
お

し
な
べ
て
Ｃ
Ｐ
Ｉ
が
今
後
し
ば
ら
く
は
依
然
と
し

て
高
水
準
を
保
つ
と
見
て
い
る
。

銀
河
証
券
の
マ
ク
ロ
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
の
張
新

法
氏
の
見
方
で
は
、
物
価
上
昇
に
は
「
慣
性
」
が

現
れ
る
、
つ
ま
り
、
物
価
は
上
昇
に
入
る
と
慣
性

的
に
上
昇
す
る
。
張
新
法
氏
は
、
来
年
は
一
部
の

月
間
に
物
価
が
恐
ら
く
５
％
を
突
破
し
、
年
間
Ｃ

Ｐ
Ｉ
は
４
％
以
上
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
予
測

す
る
。

社
会
科
学
院
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
馬
光
遠
氏
は

次
の
よ
う
な
考
え
を
示
し
て
い
る
。
最
も
楽
観
的

な
予
測
で
も
、
少
な
く
と
も
２
年
間
の
う
ち
に
、

中
国
の
物
価
指
数
が
再
び
３
•
０
％
以
内
に
な
る

の
は
あ
り
え
な
い
。
国
内
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
と
流

動
性
過
剰
の
影
響
の
下
で
、
価
値
保
全
の
圧
力
に

よ
っ
て
遊
休
資
本
に
何
回
も
値
上
げ
ブ
ー
ム
が
起

こ
る
だ
ろ
う
。
来
年
上
半
期
は
物
価
上
昇
の
集
中

す
る
爆
発
期
に
な
り
、
季
節
的
な
要
素
と
通
貨
流

動
性
の
滞
り
の
た
め
、
厳
し
い
イ
ン
フ
レ
は
来
年

下
半
期
に
現
れ
る
と
見
ら
れ
る
。

国
家
統
計
局
の
盛
来
運
報
道
官
は
、
「
現
在
、

物
価
上
昇
の
圧
力
は
大
き
く
な
り
、
マ
ク
ロ
調
整

の
圧
力
も
高
ま
っ
て
い
る
。
年
間
価
格
調
整
の
目

標
を
達
成
す
る
に
は
よ
り
大
き
な
努
力
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

１
１
月
９
日
、
国
家
発
展
改
革
委
員
会
の
張
平

主
任
は
、
「
今
年
の
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
３
％
ち
ょ
っ
と
に

な
る
見
込
み
で
あ
る
」
と
明
か
し
た
。
関
連
部
門

が
年
間
Ｃ
Ｐ
Ｉ
が
「
３
％
」
以
上
に
な
る
こ
と
を

口
を
出
し
た
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
れ

よ
り
前
、
統
計
局
、
発
改
委
の
政
府
要
員
は
何
度

も
年
間
Ｃ
Ｐ
Ｉ
は
３
％
以
内
に
抑
え
ら
れ
る
と
の

見
方
を
示
し
て
い
た
。

過
剰
な
流
動
性

中
国
社
会
科
学
院
数
量
経
済
・
技
術
経
済
研

究
所
の
汪
同
三
所
長
の
見
方
で
は
、
今
回
の
イ
ン

フ
レ
は
裏
で
操
る
者
が
多
元
化
さ
れ
、
変
数
も
多

い
。
流
動
性
の
過
剰
、
コ
ス
ト
の
上
昇
、
需
要

牽
引
は
今
回
の
イ
ン
フ
レ
を
促
進
す
る
要
因
で
あ

る
。そ

の
う
ち
、
本
位
通
貨
の
超
過
発
行
、
ホ
ッ
ト

マ
ネ
ー
の
流
れ
込
み
に
よ
る
流
動
性
過
剰
は
多
く

の
学
者
た
ち
か
ら
の
非
難
を
呼
ん
で
い
る
。

今
回
の
イ
ン
フ
レ
の
原
因
の
１
つ
は
金
融
危
機

発
生
以
来
実
行
さ
れ
て
い
る
適
度
な
通
貨
緩
和
政

策
で
、
中
国
の
中
央
銀
行
が
こ
こ
２
年
、
大
幅
に

発
行
し
た
通
貨
が
直
接
的
に
物
価
の
上
昇
を
促
し

た
と
指
摘
し
た
学
者
も
い
る
。

こ
の
言
い
方
は
決
し
て
何
の
根
拠
も
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
中
央
銀
行
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
、
今
年
９
月
末
、
広
義
の
通
貨
残
高
は

６
９
兆
６
４
０
０
億
元
に
達
し
た
が
、
国
家
統
計

局
が
公
表
し
た
１
～
９
月
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
わ
ず
か

２
６
兆
８
６
６
０
億
元
だ
っ
た
。

北
京
大
学
国
家
発
展
研
究
院
の
盧
鋒
副
院
長
は

次
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
レ
は
結
局

の
と
こ
ろ
通
貨
の
発
行
量
が
多
す
ぎ
た
結
果
で
、

「
刺
激
政
策
は
確
か
に
す
ぐ
に
効
果
を
収
め
る

値
札
を
取
り
替
え
る
江
蘇
省
海
安
県
の
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
店
員
（
新
華
社
）

が
、
度
が
過
ぎ
る
と
不
利
な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ

う
」
。

国
内
の
流
動
性
が
過
剰
に
な
っ
て
い
る
状
況

の
下
で
、
米
日
な
ど
の
先
進
国
が
次
々
と
実
行

し
た
通
貨
緩
和
政
策
は
中
国
に
イ
ン
フ
レ
の
衝

撃
を
与
え
、
イ
ン
フ
レ
の
圧
力
が
大
き
く
な
っ

た
。１

１
月
４
日
、
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
は
第
２
弾
の
量
的
緩
和
政
策
を
発
表
し
、

米
国
の
経
済
回
復
を
刺
激
す
る
た
め
、
２
０
１
１

年
６
月
末
ま
で
に
６
０
０
０
億
ド
ル
の
米
長
期
国

債
を
買
い
取
る
こ
と
に
し
た
。

米
国
の
立
場
に
立
つ
と
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
の
第
２
弾
の

量
的
緩
和
政
策
発
表
は
差
し
迫
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
今
年
第
３
四
半
期
、
米
国
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
初
の

同
期
比
３
•
７
％
増
と
い
う
伸
び
率
か
ら
１
•

７
％
に
下
落
し
、
政
府
が
発
表
し
た
失
業
率
は
９
•

５
％
前
後
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
経
済
を
刺
激
す
る

た
め
、
米
国
は
量
的
緩
和
政
策
を
通
じ
て
、
実
体

経
済
の
流
動
性
が
引
き
続
き
高
ま
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
人
が
喜
ん
だ
の
と
同
じ
時
、
中
国
を

含
む
新
興
経
済
体
は
よ
り
複
雑
で
苦
難
に
満
ち
た

流
動
性
の
氾
濫
と
高
イ
ン
フ
レ
と
い
う
挑
戦
に
直

面
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

盛
来
運
氏
は
、
外
国
の
再
度
の
通
貨
緩
和
政
策

に
よ
っ
て
流
動
性
が
大
幅
に
高
ま
り
、
原
材
料
と

農
産
物
の
価
格
を
引
き
上
げ
、
中
国
の
イ
ン
フ
レ

予
想
が
高
ま
る
と
の
見
方
を
示
し
た
。

中
国
人
民
銀
行
の
馬
徳
倫
副
行
長
（
副
総

裁
）
は
「
米
国
は
経
済
政
策
を
制
定
す
る
場

合
、
自
国
に
気
を
配
る
と
と
も
に
、
他
国
に
も

気
を
配
る
べ
き
だ
。
経
済
の
安
定
を
維
持
す

る
前
提
の
下
で
通
貨
政
策
を
制
定
す
べ
き
で
あ

る
」
と
批
判
し
た
。

各
方
面
が
イ
ン
フ
レ
に
対
応

圧
力
の
下
で
、
中
央
銀
行
と
そ
の
他
の
関
連
部

門
は
次
々
と
対
策
を
出
し
た
。

１
０
月
２
０
日
、
中
央
銀
行
は
意
外
に
も
金

利
引
き
上
げ
を
発
表
し
、
預
金
・
貸
付
金
基
準
利

率
を
０
•
２
５
ポ
イ
ン
ト
引
き
上
げ
た
。
こ
れ
に

は
、
中
国
の
通
貨
緩
和
政
策
が
つ
い
に
緊
縮
政

策
に
転
じ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
１
１
月
１
０
日
、
中
央
銀
行
は
、
預
金
金
融

機
関
の
預
金
準
備
金
率
を
０
•
５
ポ
イ
ン
ト
引
き

上
げ
る
こ
と
を
再
び
公
表
し
た
。

１
カ
月
の
内
に
金
利
や
預
金
準
備
金
率
の
引
き

上
げ
と
い
う
通
貨
政
策
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
、

中
央
銀
行
が
当
面
の
流
動
性
過
剰
と
イ
ン
フ
レ
圧

力
へ
の
懸
念
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。伝

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
発
展
改
革
委

員
会
が
イ
ン
フ
レ
に
対
応
す
る
具
体
的
な
措
置
は

次
の
３
つ
が
あ
る
。
①
主
要
製
品
価
格
に
対
す
る

検
査
を
強
化
し
、
市
場
で
の
値
段
つ
り
上
げ
行
為

に
厳
し
く
打
撃
を
加
え
る
。
②
ス
ト
ッ
ク
投
売
を

通
じ
て
供
給
を
増
や
し
、
物
価
を
抑
制
す
る
。
③

特
殊
な
商
品
に
対
し
て
厳
し
い
価
格
管
制
を
行
う

可
能
性
も
あ
る
。
今
後
一
定
期
間
、
白
砂
糖
、
食

用
油
、
ブ
タ
、
雑
穀
な
ど
の
農
産
物
は
国
家
備
蓄

範
囲
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
。

ま
た
、
商
務
部
も
警
戒
を
強
め
て
い
る
。
商
務

部
関
係
者
は
「
商
務
部
は
今
で
は
で
き
る
だ
け
中
間

段
階
を
減
ら
し
、
農
家
が
直
接
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
農
産
物
を
提
供
す
る
よ
う
に
さ
せ
て
い
る
。

１
１
月
２
０
日
、
中
国
国
務
院
弁
公
庁
は
、
価

格
抑
制
に
対
す
る
監
督
を
行
い
、
市
場
価
格
を
安

定
さ
せ
、
住
民
の
基
本
的
な
生
活
を
保
障
す
る
た

め
、
１
６
の
措
置
を
実
施
す
る
よ
う
各
地
の
政
府

と
関
係
部
門
に
求
め
た
。

こ
の
１
６
の
措
置
に
は
、
農
業
生
産
の
大
幅
な

発
展
、
農
産
物
と
副
食
品
の
安
定
し
た
供
給
、
石

炭
、
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
の
協
調
的
使
用
、
臨
時
的

補
助
の
配
布
、
社
会
的
扶
助
や
保
障
基
準
を
価
格

に
結
び
つ
け
る
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
が
含
ま
れ

て
い
る
。
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先
ご
ろ
、
エ
ー
ル
大
学
金
融
学
部
の
終
身

教
授
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
陳
志
武
氏
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
華
美
協
進
社
（
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｃ

Ｈ

Ｉ

Ｎ

Ａ 

Ｉ

Ｎ

Ｓ

Ｔ

Ｉ

Ｔ

Ｕ

Ｔ

Ｅ 

Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
主
催
の
第
７
回
米
中

経
済
サ
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出
席
し
た
際
、

「
北
京
週
報
」
北
米
支
社
の
陳
文
記
者
の
取
材

に
応
じ
、
中
国
の
発
展
モ
デ
ル
、
構
造
的
改

革
、
中
米
間
の
為
替
を
め
ぐ
る
争
い
な
ど
の
問

題
に
つ
い
て
の
見
方
を
語
っ
た
。

―
最
近
、
「
中
国
モ
デ
ル
は
存
在
し
な

い
」
と
い
う
著
書
を
出
版
し
た
が
、
「
中
国
モ

デ
ル
」
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
。

中
国
モ
デ
ル
に
つ
い
て
誰
も
精
確
な
定
義
を

下
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
在
の
中
国
の
体
系

を
中
国
モ
デ
ル
と
い
う
な
ら
、
こ
の
体
系
は
確

か
に
特
別
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
私
は
現
在
の
中

国
の
体
系
に
は
次
の
よ
う
な
最
も
主
要
な
特
徴

が
あ
る
と
思
う
。
１
つ
は
中
国
政
府
が
経
済
資

源
、
金
融
業
界
へ
の
参
入
を
厳
し
く
規
制
し
、

国
有
制
、
国
有
企
業
、
国
有
土
地
、
国
有
資
源

の
方
式
を
通
じ
て
こ
れ
ら
の
主
要
な
経
済
資
源

を
保
有
し
、
そ
れ
を
管
理
す
る
こ
と
だ
。
中
国

の
各
級
政
府
は
資
源
へ
の
規
制
が
米
国
や
日
本

な
ど
の
国
よ
り
厳
し
い
。
も
う
１
つ
は
、
政
治

制
度
は
過
去
３
０
年
間
に
特
に
核
心
的
、
重
要

な
改
革
が
行
わ
れ
ず
、
政
治
改
革
は
経
済
改
革

に
比
べ
わ
り
に
緩
か
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
特
徴
は
中
国
独
特
の
も
の

で
は
な
い
。
旧
ソ
連
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に

も
こ
れ
ら
の
特
徴
が
あ
る
。

強
調
す
べ
き
な
の
は
、
１
つ
の
国
の
発
展

モ
デ
ル
が
成
功
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
の

に
、
３
０
年
は
あ
ま
り
に
短
い
と
い
う
こ
と

だ
。―

現
段
階
の
中
国
経
済
の
主
要
な
問
題
は

何
か
。

１
つ
は
中
国
経
済
は
輸
出
入
へ
の
依
存
度
が

高
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
今
で
は
こ
の
問
題

は
米
大
統
領
と
国
会
が
関
心
を
寄
せ
る
問
題
に

な
り
、
米
国
の
中
間
選
挙
の
票
が
集
ま
る
理
由

に
な
っ
て
い
る
。
国
外
か
ら
の
圧
力
を
受
け
て

い
る
と
い
う
事
情
か
ら
見
て
も
、
中
国
自
身
の

角
度
か
ら
見
て
も
、
中
国
の
輸
出
入
は
減
ら
す

べ
き
で
あ
る
。
過
度
な
輸
出
モ
デ
ル
は
持
続
的

に
発
展
で
き
な
い
。

２
つ
目
は
投
資
依
存
度
が
あ
ま
り
に
高

い
こ
と
だ
。
私
個
人
の
計
算
に
よ
る
と
、

１
９
８
０
年
の
全
国
固
定
資
産
の
投
資
総
額

は
都
市
部
住
民
２
億
人
分
の
当
時
の
年
間
可

処
分
所
得
に
相
当
し
て
い
た
が
、
２
０
０
９

年
に
な
る
と
都
市
部
住
民
１
２
億
人
分
の
年

間
可
処
分
所
得
に
相
当
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
１
０
年
前
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
な
固
定

資
産
投
資
を
必
要
と
す
る
と
い
う
の
な
ら
筋

が
通
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
、
固
定
資
産
投

資
が
絶
え
ず
膨
張
を
加
速
す
る
よ
う
な
経
済

的
モ
デ
ル
を
続
け
て
い
く
の
は
難
し
い
。
な

ん
と
言
っ
て
も
、
い
か
な
る
国
に
お
い
て
も

経
済
発
展
の
最
終
的
目
的
は
、
国
民
の
生
活

水
準
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
５
年
、

１
０
年
、
２
０
年
後
に
な
っ
て
も
ま
だ
固
定

資
産
投
資
に
よ
っ
て
経
済
を
刺
激
す
る
の
は

不
可
能
だ
。
そ
の
一
方
で
、
住
民
の
消
費
の

増
加
が
緩
慢
で
あ
る
。
輸
出
や
投
資
へ
の
過

度
な
依
存
は
、
必
然
的
に
消
費
需
要
の
伸
び

幅
が
国
内
経
済
成
長
に
原
動
力
を
提
供
す
る

だ
け
の
速
さ
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

上
述
し
た
の
は
う
わ
べ
の
現
象
で
、
深
層
の

原
因
は
制
度
的
な
も
の
で
あ
る
。

―
そ
の
制
度
的
な
原
因
と
い
う
の
は
具
体

的
に
何
か
。

１
つ
は
徴
税
権
力
は
実
質
的
な
制
約
と
監
督

を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。
温
首
相
は
政
治
改
革

の
核
心
は
、
権
力
に
対
す
る
制
約
・
監
督
を
行

う
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
抽
象
的
に
聞

こ
え
る
が
、
私
は
具
体
的
な
問
題
だ
と
思
う
。

つ
ま
り
、
企
業
の
収
入
と
か
庶
民
の
収
入
、
そ

れ
に
財
産
を
徴
税
の
手
段
を
通
じ
て
勝
手
に

政
府
の
資
産
に
し
て
も
い
い
の
か
、
と
い
う

こ
と
だ
。
徴
税
権
力
が
制
約
を
受
け
な
い
と
結

果
は
ど
う
な
る
か
。
過
去
数
年
間
の
財
政
予
算

内
の
収
入
は
３
倍
増
に
な
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め

る
政
府
の
収
入
の
比
重
は
上
昇
し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に

占
め
る
庶
民
の
収
入
の
比
重
は
低
下
し
た
。
そ

の
直
接
的
な
結
果
と
し
て
、
１
９
５
２
年
に
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
６
９
％
を
占
め
て
い
た
民
間
消
費
が
、

１
９
７
８
年
に
は
約
４
５
％
、
昨
年
は
３
５
％

に
下
が
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
政
府
支
出
の

比
重
は
過
去
６
０
年
間
に
、
１
６
％
か
ら
昨
年

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
約
３
０
％
ま
で
上
が
っ
た
。
そ
の

た
め
、
マ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
経
済
発

展
を
均
衡
化
す
る
に
は
、
ま
ず
は
よ
り
多
く
の

お
金
が
庶
民
の
懐
に
入
る
よ
う
に
し
て
、
民
間

の
消
費
が
も
っ
と
増
え
る
よ
う
に
す
る
べ
き

だ
。２

つ
目
は
社
会
財
産
全
体
に
占
め
る
国
有

資
産
の
比
重
が
高
す
ぎ
る
こ
と
だ
。
私
の
お
お

ま
か
な
推
定
に
よ
る
と
、
中
国
の
約
７
０
％
の

財
産
権
は
各
ク
ラ
ス
の
政
府
に
属
す
る
も
の
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
は

主
に
政
府
に
流
れ
込
む
の
で
、
住
民
が
実
感
で

き
る
部
分
は
多
く
は
な
い
。
こ
れ
は
国
有
制

と
直
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の

よ
う
な
制
度
は
以
前
は
プ
ラ
ス
の
役
割
を
果
た

し
た
の
で
あ
る
。
１
９
７
８
年
か
ら
こ
こ
数
年

ま
で
、
国
が
資
源
を
規
制
し
、
政
府
が
早
急
に

資
源
を
配
置
し
、
工
業
化
を
加
速
し
、
イ
ン
フ

ラ
を
建
設
し
、
力
を
集
中
し
て
重
要
な
事
を
運

ん
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
見
れ
ば
、

以
前
の
よ
う
な
制
度
は
プ
ラ
ス
の
作
用
を
果
た

し
た
。
し
か
し
今
で
は
切
り
替
え
る
べ
き
で
あ

る
。
民
有
化
の
改
革
を
行
わ
ず
に
、
よ
り
多
く

の
財
産
を
庶
民
に
割
り
当
て
て
、
よ
り
多
く
の

中
国
家
庭
に
中
国
経
済
成
長
に
よ
る
財
産
効

果
、
財
産
性
収
入
を
実
感
さ
せ
な
け
れ
ば
、
中

国
の
輸
出
や
投
資
へ
の
依
存
度
を
変
え
る
こ
と

は
依
然
と
し
て
難
し
い
だ
ろ
う
。

３
つ
目
は
労
働
者
権
益
の
保
障
を
強
化
し
、

労
働
者
収
入
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
あ
る
。

―
中
米
両
国
の
近
頃
の
貿
易
問
題
、
人
民

元
相
場
問
題
上
の
駆
け
引
き
を
ど
う
見
る
か
。

１
９
８
６
年
に
私
が
米
国
に
来
た
当
時
、
日

本
の
貿
易
黒
字
問
題
が
主
要
な
話
題
だ
っ
た
。

大
統
領
立
候
補
者
や
参
議
員
、
衆
議
院
議
員
の

立
候
補
者
な
ど
は
い
ず
れ
も
日
本
の
貿
易
黒
字

を
引
き
下
げ
る
こ
と
を
選
挙
の
主
要
な
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
た
。
そ
の
後
、
１
９
９
０
年
代
か
ら

中
国
が
徐
々
に
日
本
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
世
界

で
最
も
主
要
な
製
造
業
の
輸
出
大
国
に
な
る
に

つ
れ
て
、
中
国
は
徐
々
に
日
本
に
代
わ
っ
て
米

国
と
そ
の
他
の
国
の
政
治
家
た
ち
の
攻
撃
の
的

と
な
っ
た
。

２
０
１
０
年
の
中
間
選
挙
で
、
米
大
統
領

も
、
連
邦
政
府
の
財
務
長
官
も
、
衆
参
両
院
の

議
員
立
候
補
者
も
、
人
民
元
相
場
、
中
米
貿
易

黒
字
を
主
要
な
話
題
と
し
、
中
国
に
多
く
の
圧

力
を
加
え
て
い
る
。
こ
れ
は
政
治
的
な
必
要
性

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

２
つ
目
の
原
因
は
、
過
去
２
年
間
余
り
の
う

ち
、
米
国
経
済
と
そ
の
他
の
国
の
経
済
は
金
融

危
機
の
衝
撃
を
受
け
た
。
も
と
も
と
２
０
０
８

年
ま
で
は
、
米
国
の
貿
易
赤
字
は
こ
れ
ほ
ど
大

き
な
政
治
的
議
題
に
な
ら
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
そ
れ
が
金
融
危
機
以
後
、
米
国
の
失
業

率
は
今
１
０
％
近
く
に
上
が
り
、
米
国
と
中
国

の
貿
易
問
題
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
政
治
化
さ
れ

た
の
は
こ
の
失
業
率
急
上
昇
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
。
金
融
危
機
が
発
生
せ
ず
、
米
国
の
失

業
率
が
１
０
％
近
く
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
米
国

の
財
務
長
官
や
政
府
関
係
者
は
今
日
の
よ
う
に

強
い
圧
力
を
与
え
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

陳
志
武
氏

  
「
中
国
モ
デ
ル
」
を
考
え
る

１
０
月
２
８
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た
華
美

協
進
社
主
催
の
第
７
回
米
中
経
済
サ
ミ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ラ
ム
開
幕
式
晩
餐
会
で
発
言
す
る
陳
志
武
氏

（
陳
文
撮
影
）

経済経済



北京週報ｅ刊  2010・12   36    http://japanese.beijingreview.com.cn/http://japanese.beijingreview.com.cn/37  北京週報ｅ刊  2010・12     

社会社会

２
０
１
０
年
１
１
月
１
日
午
前
０
時
、
第

６
回
国
勢
調
査
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
今
回
の
調

査
は
３
段
階
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず

１
１
月
１
日
以
前
の
準
備
段
階
、
次
に
１
１
月

１
日
か
ら
１
１
月
末
ま
で
の
訪
問
調
査
、
再
調

査
、
サ
ン
プ
ル
調
査
段
階
、
そ
し
て
最
後
の

１
２
月
１
日
以
降
行
わ
れ
る
調
査
デ
ー
タ
の
集

計
、
詳
細
分
析
・
利
用
段
階
で
あ
る
。
今
回
の

国
勢
調
査
の
結
果
は
、
２
０
１
１
年
４
月
末
に

官
報
の
形
で
公
表
さ
れ
る
。

今
回
の
調
査
は
、
前
回
行
わ
れ
た
５
回
の

国
勢
調
査
と
は
違
い
、
中
国
大
陸
部
に
在
住

す
る
香
港
、
澳
門
（
マ
カ
オ
）
、
台
湾
籍
の

住
民
や
外
国
人
も
調
査
対
象
と
な
る
。
「
対

外
交
流
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
中
国
大
陸

部
以
外
か
ら
の
居
住
者
が
増
え
て
き
た
か
ら

だ
」
。
国
務
院
第
６
回
国
勢
調
査
顧
問
諮
詢

グ
ル
ー
プ
の
専
門
家
、
翟
振
武
氏
は
背
景
を

こ
う
説
明
す
る
。

「
流
動
人
口
」
へ
の
調
査
方
法
を
改
善

改
革
開
放
以
来
、
経
済
の
急
速
な
発
展
と

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
生
活
環
境
を
良

く
し
た
い
と
い
う
強
い
願
望
、
そ
し
て
都
市

生
活
へ
の
憧
憬
が
流
動
人
口
を
生
み
出
す
源

と
な
っ
て
い
る
。
多
く
の
人
々
が
、
様
々
な

１１月１日、天津市

寧河県芦台鎮で、工

事現場まで赴き出稼

ぎ労働者たちの状況

を調査票に記入する

国勢調査員　

（任麗華撮影）

第
６
回
国
勢
調
査    

新
た
な
挑
戦    

      
参
加
意
識
の
低
下
が
国
勢
調
査
を
困
難
に

「
調
査
員
の
訪
問
を
家
で
待
っ
て
い
た

１
９
８
０
～
９
０
年
代
の
国
勢
調
査
と
比
べ

て
、
今
は
国
民
の
参
加
意
識
の
低
下
を
感
じ

る
。
こ
れ
も
調
査
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
い
原

因
だ
」
。
北
京
市
新
東
城
区
永
外
街
道
の
第
６

回
国
勢
調
査
指
導
グ
ル
ー
プ
弁
公
室
の
段
宝
成

主
任
は
言
う
。

永
外
街
道
の
調
査
員
で
あ
る
劉
連
英
さ
ん

（
５
０
歳
、
女
性
）
は
記
者
に
、
「
家
の
中
か

ら
は
テ
レ
ビ
の
音
が
聞
こ
え
る
の
に
、
ノ
ッ
ク

し
て
も
返
事
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
何
度
も

あ
っ
た
。
で
も
、
必
ず
も
う
一
度
訪
問
し
て
、

粘
り
強
く
国
勢
調
査
の
大
切
さ
を
説
明
し
、
誠

意
を
伝
え
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
努
力

し
て
い
る
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
、
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
か

ら
は
、
訪
問
調
査
の
難
し
さ
は
、
都
市
部
住
民

の
信
頼
関
係
が
薄
れ
て
い
る
こ
と
や
人
間
関
係

の
希
薄
さ
を
反
映
し
て
い
る
と
の
声
も
聞
か
れ

る
。都

市
化
の
進
展
と
、
商
品
住
宅
や
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
の
増
加
に
伴
い
、
「
見
知
ら
ぬ
隣

人
」
、
つ
ま
り
隣
に
ど
ん
な
人
が
住
ん
で
い
る

の
か
知
ら
な
い
と
い
う
状
況
が
当
た
り
前
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
人
々
は
、
お
互
い
の
間
に
壁
を

つ
く
り
、
他
人
を
信
用
し
な
く
な
っ
た
。
知
ら

な
い
人
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
隣
ど
う
し
や
上

下
階
に
住
む
人
と
の
付
き
合
い
も
少
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
だ
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
重
視

人
口
状
況
は
経
済
社
会
構
造
と
密
接
な
関
係

に
あ
り
、
同
時
に
国
民
一
人
一
人
の
利
益
に
も

関
わ
っ
て
く
る
。
義
務
教
育
や
基
本
医
療
、

低
所
得
者
層
向
け
住
宅
、
社
会
保
障
な
ど
の

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
均
一
化
だ
け
で
な
く
、
公

共
施
設
建
設
の
強
化
、
所
得
分
配
構
造
の
調

整
、
社
会
管
理
の
改
善
に
も
、
実
際
に
即
し

た
人
口
状
況
の
把
握
と
分
析
が
欠
か
せ
な

い
。中

国
社
会
の
発
展
に
伴
い
、
人
び
と
の

間
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
へ
の
意
識
も
高

ま
っ
て
き
た
。
国
勢
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ

て
、
特
に
所
得
、
建
物
の
取
り
壊
し
・
移
転

に
関
す
る
状
況
、
離
婚
、
再
婚
、
養
子
・
養

女
に
関
す
る
情
報
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
た
め
、
申
請
を
渋
る
ケ
ー
ス

も
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
崔
薇
薇
副
主
任
は

「
住
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
は
、
今
回

の
国
勢
調
査
を
行
う
上
で
私
た
ち
が
何
よ

り
も
重
視
し
て
い
る
こ
と
だ
」
と
話
す
。

『
全
国
国
勢
調
査
条
例
』
で
は
、
国
勢
調

査
の
デ
ー
タ
は
、
政
策
決
定
の
際
の
参

考
、
ま
た
は
依
拠
に
す
る
だ
け
で
、
行
政

処
罰
や
政
治
的
な
業
績
の
考
査
に
使
わ
れ

る
こ
と
は
な
い
と
明
確
に
規
定
さ
れ
て
お

り
、
調
査
対
象
者
か
ら
提
供
さ
れ
た
デ
ー

タ
は
、
法
の
も
と
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
崔
副
主
任
に
よ
る

と
、
個
人
情
報
流
出
に
つ
い
て
の
心
配
に

対
応
し
て
、
国
勢
調
査
を
行
う
際
、
調
査

員
は 

「
機
密
保
持
誓
約
書
」
に
サ
イ
ン

を
し
、
「
統
計
法
」
と
「
全
国
国
勢
調
査

条
例
」
の
規
定
を
遵
守
し
、
調
査
し
た
家

庭
や
個
人
の
情
報
に
つ
い
て
機
密
を
保
持

し
、
も
し
情
報
が
流
出
し
た
場
合
、
調
査

員
本
人
が
法
律
規
定
に
基
づ
き
法
的
な
責

任
を
負
う
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
。

問
題
や
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
経
済

的
、
心
理
的
、
制
度
的
な
障
害
を
克
服
し
、

都
市
ま
た
は
経
済
発
展
地
域
に
流
れ
込
む
。

国
家
人
口
計
画
出
産
委
員
会
は
、
『
中
国

流
動
人
口
発
展
報
告
２
０
１
０
』
の
中
で
、

２
０
０
９
年
の
中
国
に
お
け
る
流
動
人
口
数

は
２
億
１
１
０
０
万
人
と
発
表
し
て
い
る
。

流
動
人
口
の
増
加
に
よ
り
、
国
勢
調
査
の
難

度
は
増
し
て
い
る
。
「
北
京
に
い
る
流
動
人

口
は
非
定
住
者
が
多
い
の
で
、
調
査
か
ら
漏

れ
や
す
い
」
。
北
京
市
新
東
城
区
永
外
街
道

（
「
街
道
」
は
行
政
管
理
兼
住
民
組
織
の
単

位
で
、
町
内
会
に
相
当
す
る
）
の
第
６
回
国

勢
調
査
指
導
グ
ル
ー
プ
弁
公
室
の
崔
薇
薇
副

主
任
は
言
う
。

こ
の
ほ
か
、
多
く
の
出
稼
ぎ
労
働
者
は

雇
用
主
の
提
供
し
た
寄
宿
舎
に
住
ん
で
い
る

が
、
国
勢
調
査
で
は
、
劣
悪
な
生
活
環
境
の

露
呈
を
嫌
っ
て
デ
ー
タ
を
偽
る
企
業
も
あ

り
、
流
動
人
口
の
統
計
を
行
う
上
で
の
大
き

な
障
壁
と
な
っ
て
い
た
。

今
回
の
国
勢
調
査
で
は
、
流
動
人
口
の
調

査
方
法
が
大
き
く
改
善
さ
れ
た
。
崔
薇
薇
副

主
任
に
よ
る
と
、
原
則
と
し
て
、
２
０
１
０

年
１
１
月
１
日
か
ら
１
０
日
ま
で
の
間
に
、

管
轄
範
囲
内
の
居
住
区
で
見
か
け
た
す
べ
て

の
人
に
対
し
て
調
査
を
行
う
と
い
う
。

１１月１日、雲南省昆明市

西山区棕樹営街道北区で、

調査票記入作業をする国勢

調査員、楊紅さん（左）　

（楊宗友撮影）

本
誌
記
者　
　

徐　

蓓
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カルチャー 話題の人

広
州
ア
ジ
ア
大
会
で
１
３
日
午
前
、
武
術
・
男

子
長
拳
の
市
来
崎
大
祐
選
手
が
、
優
勝
し
た
中
国

の
袁
暁
超
選
手
と
わ
ず
か
０
•
０
６
差
で
銀
メ
ダ

ル
を
取
り
、
日
本
代
表
チ
ー
ム
に
今
大
会
初
の
メ

ダ
ル
を
も
た
ら
し
た
。

授
賞
式
の
後
、
市
来
崎
大
祐
選
手
は
本
誌
記

者
の
取
材
を
受
け
た
。
２
３
歳
の
市
来
崎
選
手
は

大
阪
府
の
出
身
で
、
現
在
大
阪
体
育
大
学
の
情
報

処
理
セ
ン
タ
ー
で
働
き
な
が
ら
武
術
の
訓
練
を
し

て
い
る
。
市
来
崎
選
手
に
よ
る
と
、
す
で
に
１
７

年
間
に
わ
た
っ
て
武
術
を
学
ん
で
い
る
と
い
う
。

「
６
歳
の
こ
ろ
、
中
国
人
俳
優
ジ
ェ
ッ
ト
・
リ
ー

主
演
の
カ
ン
フ
ー
映
画
に
魅
了
さ
れ
た
。
技
の
美

し
さ
と
説
得
力
。
少
し
で
も
近
づ
き
た
い
」
。
市

来
崎
選
手
は
笑
い
な
が
ら
語
っ
た
。

武
術
・
男
子
長
拳
は
広
州
ア
ジ
ア
大
会
で
最

初
の
金
メ
ダ
ル
が
決
ま
る
種
目
で
あ
る
た
め
、
会

場
に
は
１
０
０
人
以
上
の
メ
デ
ィ
ア
が
押
し
寄
せ

た
。
市
来
崎
選
手
の
出
番
は
出
場
１
２
選
手
の
最

後
だ
っ
た
た
め
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
っ
た
。

試
合
の
出
来
に
つ
い
て
市
来
崎
選
手
は
、
「
武
術

に
と
っ
て
、
ア
ジ
ア
大
会
は
一
番
の
大
会
な
の
で

特
別
だ
。
注
目
さ
れ
た
試
合
で
メ
ダ
ル
を
取
れ
て

う
れ
し
い
。
昨
晩
は
眠
れ
な
か
っ
た
。
１
分
半
は

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
が
、
力
を
出
し
切
っ
た
。

自
分
に
１
０
０
点
を
あ
げ
て
も
い
い
と
思
う
」
と

語
っ
た
。

ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
袁
暁
超
選
手
へ
の
評
価
に
つ

い
て
、
市
来
崎
選
手
は
、
「
袁
さ
ん
と
は
１
８
歳

の
と
き
か
ら
競
い
合
っ
て
い
る
。
中
国
で
共
に
練

習
を
積
ん
で
お
り
、
一
緒
に
買
い
物
に
行
く
ほ
ど

の
友
人
だ
。
彼
の
演
武
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と

語
っ
た
。
調
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
市
来
崎
選

手
は
袁
暁
超
選
手
と
同
じ
師
に
つ
い
て
学
び
、
二

人
は
か
つ
て
山
西
省
で
い
っ
し
ょ
に
訓
練
し
、
山

西
省
の
有
名
な
指
導
者
の
龐
林
太
さ
ん
か
ら
指
導

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
現
在
、
武
術
・
長
拳
の

金
銀
銅
メ
ダ
ル
受
賞
者
の
指
導
者
は
全
員
中
国
人

で
あ
る
。
「
私
は
ア
マ
チ
ュ
ア
選
手
。
メ
ダ
ル
を

取
れ
た
だ
け
で
非
常
に
よ
か
っ
た
、
私
の
中
国
人

の
先
生
に
感
謝
し
た
い
」
と
市
来
崎
選
手
は
語
っ

た
。中

国
古
来
の
少
林
拳
の
流
れ
を
く
む
長
拳
は

演
武
形
式
で
、
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
繰
り
出
さ
れ
る

技
の
高
度
さ
と
正
確
性
を
競
い
合
う
。
中
国
武
術

の
日
本
で
の
普
及
に
つ
い
て
、
市
来
崎
選
手
は
、

「
中
国
か
ら
伝
来
し
た
武
術
は
健
康
法
と
し
て
の

太
極
拳
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
は
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
。
マ
イ
ナ
ー
競
技

だ
か
ら
っ
て
縮
こ
ま
っ
て
た
っ
て
仕
方
が
な
い
。

メ
ダ
ル
を
取
っ
た
こ
と
で
、
日
本
に
武
術
を
発
信

で
き
る
」
と
語
っ
た
。

授賞式の後、本誌記者の取材を

受けた市来崎大祐選手

（繆暁陽撮影）

広州アジア大会で１３日午前、武術・男子長

拳の市来崎大祐選手（左）が、日本代表チー

ムに今大会初のメダルをもたらした 

（姜小英撮影）

１３日午前に行われた武術・男子

長拳競技での市来崎大祐選手 

（繆暁陽撮影）

市
来
崎
選
手
　

      
中
国
武
術
を
日
本
に
発
信
す
る本

誌
記
者　

繆
暁
陽

９
月
１
６
日
か
ら
１
２
月
７
日
に
か
け
て
、

「
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｓ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｎ
Ａ
」
が
ス
イ
ス
の
１
８
都
市
で
次
々
に
開
か

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
中
仏
文
化
年
、
ユ
ー
ロ
パ

リ
ア
中
国
芸
術
祭
な
ど
大
規
模
の
文
化
交
流
イ

ベ
ン
ト
に
次
い
で
、
中
国
が
知
名
度
の
高
い
海

外
の
文
化
交
流
の
場
を
活
用
し
て
中
国
文
化
の

「
走
出
去
」
（
海
外
進
出
）
戦
略
を
推
進
す
る

上
で
の
今
ひ
と
つ
の
目
玉
と
な
っ
て
い
る
。
先

日
、
記
者
は
中
国
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略
に

つ
い
て
、
文
化
部
の
趙
少
華
副
部
長
に
聞
い

た
。 文

化
の
「
走
出
去
」
戦
略
に
は
「
先

行
、
ス
ピ
ー
ド
、
安
定
」
が
必
要

問
：
中
国
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略
の
発
展
趨

勢
を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。
さ
し
あ
た
っ
て
文
化

の
「
走
出
去
」
戦
略
を
い
っ
そ
う
促
進
す
る
の
に

は
ど
ん
な
重
要
な
意
義
が
あ
る
の
か
。

―　
第
１
に
、
文
化
は
先
行
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。
文
化
は
国
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
の
醸
成

に
お
い
て
独
特
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一

国
に
と
っ
て
、
経
済
の
強
大
化
は
必
ず
し
も
そ

の
国
が
偉
大
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
ら

ず
、
文
化
が
同
時
に
繁
栄
し
て
こ
そ
偉
大
だ
と

言
え
る
。
こ
こ
数
年
来
、
中
国
の
経
済
は
絶
え

ず
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
も
の
の
、
文

化
の
伝
播
力
と
影
響
力
の
面
で
は
、
西
側
の
先

進
国
に
比
べ
て
、
思
想
・
理
念
や
文
化
製
品
、

文
化
的
符
号
な
ど
に
お
い
て
い
ず
れ
も
比
較
的

深
刻
な
「
認
知
の
輸
入
超
過
」
現
象
が
存
在
し

て
い
る
。
多
く
の
国
の
中
国
文
化
に
対
す
る
理

解
は
、
比
較
的
雑
多
で
、
偏
り
が
あ
り
浅
い
も

の
で
あ
る
。
正
常
な
文
化
交
流
関
係
を
樹
立

し
、
保
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
、
各
領
域
の
良
好

な
協
力
関
係
を
固
め
る
こ
と
が
で
き
、
外
国
が

中
国
文
化
を
理
解
し
て
こ
そ
は
じ
め
て
中
国
を

よ
り
よ
く
理
解
し
、
よ
り
効
果
的
に
中
国
と
協

力
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。 

第
２
に
、
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略
に
は
ス

ピ
ー
ド
が
必
要
で
あ
る
。
中
国
と
世
界
の
文
化

交
流
の
ス
ピ
ー
ド
や
度
合
い
を
い
っ
そ
う
強
化

す
る
に
は
、
対
外
文
化
事
業
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
、

伝
達
方
式
、
ル
ー
ト
、
方
法
な
ど
の
面
で
絶
え

ず
改
善
し
、
保
障
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
わ
れ
わ
れ
は
一
連
の
対
外

文
化
事
業
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し
、
「
走
出

去
」
戦
略
の
資
源
と
力
を
ひ
と
ま
ず
効
果
的
に

統
合
し
た
こ
と
で
、
中
国
文
化
が
海
外
に
大
い

に
進
出
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
文
化
製
品
と

サ
ー
ビ
ス
の
「
走
出
去
」
戦
略
も
テ
ン
ポ
を
速

め
て
お
り
、
文
化
企
業
は
国
際
市
場
を
積
極
的

に
開
拓
し
、
海
外
の
文
化
産
業
協
力
が
日
ま
し

中
国
文
化
を
海
外
へ

      

―
―
中
国
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略

「CULTURESCAPES CHINA」がスイスのバーゼルで開かれた（于洋撮影）
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に
強
化
さ
れ
、
海
外
へ
の
文
化
製
品
と
サ
ー
ビ

ス
が
国
の
貿
易
の
新
た
な
成
長
ポ
イ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。

第
３
に
、
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略
は
安
定

的
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
「
走
出
去
」
の
た
め

の
「
走
出
去
」
で
は
い
け
な
い
。
歴
史
の
経
験

が
教
え
て
く
れ
る
よ
う
に
、
い
か
な
る
事
も
、

急
い
で
は
事
を
仕
損
じ
る
も
の
だ
。
「
安
定
的

に
進
む
」
の
は
「
し
っ
か
り
と
進
む
」
た
め
で

あ
り
、
中
国
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
語
り
伝

え
、
本
当
の
中
国
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
よ
う

に
す
べ
き
だ
。

経
済
の
急
速
な
発
展
が
実
現
さ
れ
た
後
、
そ

の
発
展
に
見
合
っ
た
現
代
の
中
国
文
化
が
世
界

に
認
め
ら
れ
、
理
解
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
中

国
の
大
国
と
し
て
の
地
位
は
築
き
上
げ
ら
れ
な

い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

中
国
文
化
の
復
興
が
な
け
れ
ば
、
中
国
の
正
真

正
銘
の
台
頭
は
な
い
。
中
国
文
化
は
世
界
史
に

お
い
て
高
い
地
位
と
感
化
力
を
持
っ
て
き
た
。

だ
か
ら
自
分
の
国
が
文
化
大
国
、
さ
ら
に
は
文

化
強
国
に
な
る
こ
と
を
中
国
人
が
期
待
す
る
の

は
必
然
の
こ
と
だ
。
経
済
が
急
速
に
発
展
を
遂

げ
て
い
る
中
国
に
寄
せ
ら
れ
る
世
界
か
ら
の
期

待
と
中
国
が
担
う
国
際
的
責
任
の
面
か
ら
見
て

も
、
わ
れ
わ
れ
に
は
中
国
文
化
を
通
し
て
調
和

の
と
れ
た
理
念
を
広
め
、
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
を

樹
立
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
中
国
文

化
が
世
界
に
向
か
う
の
は
、
他
国
と
の
文
化
交

流
を
行
い
、
互
い
に
参
考
に
し
合
い
、
絶
え
ず

融
合
す
る
過
程
で
も
あ
る
。
中
国
文
化
の
よ
り

よ
く
、
よ
り
速
い
「
走
出
去
」
戦
略
を
推
進
す

る
こ
と
は
、
中
華
民
族
の
復
興
を
目
指
す
道
の

り
に
お
け
る
基
本
的
要
求
で
あ
り
、
国
際
社
会

も
現
実
に
そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
。

文
化
交
流
と
貿
易
の
「
両
輪
」
で
進
む

問
：
中
国
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略
に
は
、

今
ど
ん
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
の
か
。

　

―　
１
つ
は
ブ
ラ
ン
ド
化
、
高
級
化
、

大
規
模
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
国
内
外

に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
文

化
製
品
を
作
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

２
つ
目
は
社
会
各
界
が
共
同
で
文
化
の
「
走
出

去
」
戦
略
を
推
進
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

だ
。
３
つ
目
は
「
両
輪
」
で
の
文
化
の
海
外
進

出
、
即
ち
文
化
交
流
と
貿
易
を
同
様
に
重
ん

じ
、
社
会
的
効
果
と
経
済
効
果
の
両
方
を
収
め

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

問
：
「
十
一
・
五
」
（
第
１
１
次
五
カ
年
計

画
）
期
間
に
、
中
国
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略

は
ど
ん
な
成
果
を
上
げ
た
の
か
。
期
待
と
の
間

に
ど
ん
な
格
差
が
存
在
す
る
の
か
。

―
「
十
一
・
五
」
期
間
に
、
中
国
文
化
の

「
走
出
去
」
戦
略
は
喜
ば
し
い
成
果
を
収
め

た
。▽

新
し
い
枠
組
み
が
ひ
と
ま
ず
形
成
さ
れ

た
。
政
府
が
主
導
し
、
社
会
が
参
与
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
式
で
運
営
し
、
交
流
と
貿
易
を
同
様

に
重
ん
じ
る
と
い
う
事
業
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
構
築

さ
れ
、
全
方
位
、
多
階
層
、
広
分
野
、
多
ル
ー

ト
の
新
し
い
構
造
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
特
に
市
場
化
、
商
業
化
を
シ
ン
ボ
ル
と
す

る
対
外
文
化
産
業
の
交
流
と
協
力
に
つ
い
て
有

益
な
試
み
が
な
さ
れ
、
積
極
的
な
進
展
が
見
ら

れ
た
。
芸
能
、
出
版
、
映
画
・
テ
レ
ビ
な
ど
の

文
化
製
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
市
場
に
お
け
る

シ
ェ
ア
と
影
響
は
絶
え
ず
拡
大
さ
れ
て
い
る
。

文
化
貿
易
を
取
り
扱
う
事
業
体
は
次
第
に
発
展

し
て
強
大
に
な
り
、
国
際
文
化
市
場
で
頭
角
を

現
し
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

事
業
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
よ
り
整
備
さ
れ
た
。
昨

年
以
来
、
対
外
文
化
事
業
部
間
連
合
会
議
メ
カ

ニ
ズ
ム
、
全
国
地
方
文
化
庁
・
局
外
交
事
務
座

談
会
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
国
外
駐
在
大
使
館
・
領
事

館
文
化
処
（
組
）
・
文
化
セ
ン
タ
ー
責
任
者
年

次
例
会
メ
カ
ニ
ズ
ム
お
よ
び
文
化
部
が
直
属
文

化
機
関
の
文
化
「
走
出
去
」
戦
略
を
推
進
す
る

事
業
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し
、
中
央
の
各
部

門
、
中
央
と
地
方
、
国
内
と
国
外
の
協
調
、
協

「
中
国
文
化
年
」
が
１
０
月
８
日
、
ロ
ー
マ
で
行
わ

れ
た
（
厖
興
雷
撮
影
）

カルチャー

http://japanese.beijingreview.com.cn/41  北京週報ｅ刊  2010・12     

カルチャー

http://japanese.beijingreview.com.cn/



北京週報ｅ刊  2010・12   42    http://japanese.beijingreview.com.cn/43  北京週報ｅ刊  2010・12     

中国国際出版グループ 製作

新世界出版社 出版発行

北京週報社 撮影制作

注文先：（8610）68994980 68994118

（8610）13001192201

http://www.pekinshuho.com

上海今昔 一日見て歩き

多言語DVDで解説する上海百年の歴史

新視点で歩く上海24時

上海の魅力を60分に凝縮

2010上海万博開催中の上海をリアルにレポート
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力
を
効
果
的
に
強
化
し
た
。

▽
ル
ー
ト
が
よ
り
円
滑
に
な
っ
た
。
大
ま
か

な
統
計
に
よ
る
と
、
中
国
は
す
で
に
１
４
５
カ

国
と
政
府
間
文
化
協
力
協
定
を
結
び
、
数
千
以

上
の
国
際
文
化
機
構
と
密
接
な
協
力
関
係
を

保
っ
て
い
る
。
各
地
方
で
は
す
で
に
１
２
０
カ

国
と
の
間
に
１
５
０
０
組
の
友
好
省
や
友
好
都

市
関
係
を
結
び
、
１
４
８
カ
国
の
４
５
８
の
民

間
団
体
や
組
織
と
友
好
協
力
関
係
を
打
ち
立
て

た
。
こ
の
ほ
か
、
中
国
は
海
外
で
９
つ
の
文
化

セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
１
１
カ
国
と
文
化
セ
ン

タ
ー
設
立
に
関
す
る
協
定
、
覚
書
又
は
声
明
に

署
名
し
た
。

▽
規
模
が
よ
り
大
き
く
、
質
が
よ
り
高
く
、

影
響
が
よ
り
広
が
っ
た
。
我
が
国
の
こ
こ
数
年

来
の
対
外
文
化
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
年
間
平
均

総
数
と
延
べ
人
数
は
い
ず
れ
も
改
革
開
放
後

３
０
年
の
総
和
を
上
回
っ
た
。
国
全
体
の
外
交

事
務
と
足
並
み
を
合
わ
せ
て
、
「
文
化
年
」
、

「
国
家
年
」
、
「
交
流
年
」
を
テ
ー
マ
と
す
る

各
種
の
大
型
国
際
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
た
。
「
歓
楽
春
節
」
、
「
相
約
北
京
（
Ｍ
Ｅ

Ｅ
Ｔ 

Ｉ
Ｎ 

Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
）
」
、
「
ア
フ

リ
カ
文
化
祭
（
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ 

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ

Ｕ
Ｒ
Ｅ
Ｓ 

Ｉ
Ｎ 

Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
」
、
「
ア
ジ

ア
芸
術
祭
（
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ 

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ

Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
）
」
、
「
上
海
国
際
芸
術
祭
」
、

「
中
国
成
都
国
際
非
物
質
文
化
遺
産
（
無
形
文

化
財
）
祭
」
な
ど
多
く
の
国
際
的
な
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
コ
ン
ク
ー
ル
、
展
覧
会
が
出

現
し
、
中
国
文
化
を
広
く
伝
え
る
重
要
な
場
と

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、　

中
国
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略

の
現
状
と
わ
れ
わ
れ
の
期
待
と
の
間
に
は
、
依

然
と
し
て
極
め
て
大
き
な
格
差
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
は
知
っ
て
お
く
べ
き
だ
。
特
に
中
国
の

総
合
的
国
力
の
絶
え
間
な
い
向
上
に
従
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
、
中
国
に
対
す
る
各
種
の

誤
解
、
わ
い
曲
ひ
い
て
は
中
国
の
発
展
を
ま
る

で
妖
怪
の
よ
う
に
と
ら
え
た
声
が
あ
ち
こ
ち
か

ら
沸
き
上
が
っ
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
論
調
の

「
中
国
脅
威
論
」
は
絶
え
ず
出
現
し
て
い
る
。

こ
れ
を
背
景
に
、
わ
れ
わ
れ
は
文
化
交
流
と
協

力
の
深
化
、
文
化
伝
播
の
強
化
、
文
化
貿
易
の

拡
大
を
通
じ
て
、
心
を
つ
な
ぎ
、
理
解
を
深

め
、
友
情
を
伝
え
る
な
ど
に
お
け
る
文
化
交
流

の
重
要
な
役
割
を
十
分
に
発
揮
し
、
文
化
の
交

流
と
協
力
を
通
じ
て
、
中
国
が
国
際
社
会
と
と

も
に
調
和
の
取
れ
た
素
晴
ら
し
い
世
界
を
構
築

し
よ
う
と
す
る
願
い
と
主
張
を
伝
え
る
べ
き
で

あ
る
。

ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
向
上
に
は
絶
対
達
成
目

標
が
必
要

問
：
今
後
、
中
国
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略

の
推
進
に
対
し
、
ど
ん
な
構
想
と
目
標
が
あ
る

の
か
。―

　

胡
錦
濤
総
書
記
は
、
活
力
に
あ
ふ

れ
、
効
率
に
富
み
、
よ
り
開
放
的
な
、
文
化
や

科
学
の
発
展
に
プ
ラ
ス
と
な
る
体
制
と
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
構
築
に
力
を
入
れ
、
社
会
主
義
文
化
を

発
展
さ
せ
、
絶
え
ず
中
国
文
化
の
ソ
フ
ト
パ

ワ
ー
と
国
際
競
争
力
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
文
化
の
ソ

フ
ト
パ
ワ
ー
の
向
上
に
は
必
ず
や
り
遂
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
指
標
を
定
め
る
と
同
時
に
、
強

力
な
措
置
を
取
っ
て
そ
の
指
標
を
実
現
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

「
十
二
・
五
」
（
第
１
２
次
五
カ
年
計
画
）

期
間
の
対
外
文
化
事
業
の
重
点
は
以
下
の
幾
つ

か
の
点
に
置
か
れ
る
と
見
ら
れ
る
。

①
文
化
体
制
改
革
を
加
速
し
、
絶
え
ず
対
外

文
化
事
業
の
推
進
方
式
を
改
善
す
る
②
関
連
法

規
を
整
備
し
、
絶
え
ず
文
化
面
の
生
産
力
を
解

放
す
る
③
文
化
外
交
の
機
能
を
強
化
し
、
重
点

地
域
と
国
を
対
象
に
し
て
一
連
の
重
要
な
対
外

文
化
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
④
文
化
貿
易
を
拡

大
し
、
文
化
の
「
走
出
去
」
戦
略
の
方
式
を
刷

新
し
、
政
府
を
導
き
手
と
し
、
企
業
を
主
体
と

し
、
市
場
化
運
営
を
主
要
方
式
に
す
る
事
業
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
構
築
し
、
社
会
資
源
を
統
合
し
、

民
間
が
国
際
文
化
交
流
と
協
力
に
参
与
す
る
よ

う
促
し
、
中
国
文
化
を
科
学
的
か
つ
常
態
的
に

伝
え
、
中
国
の
情
報
を
伝
え
る
⑤
政
策
的
指

導
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
、
資
源
共
有
な
ど

の
手
段
を
活
用
し
て
、
民
間
の
力
を
広
く
動

員
し
、
対
外
文
化
の
交
流
と
協
力
に
参
与
さ
せ

る
。わ

れ
わ
れ
の
目
標
は
、
中
国
文
化
の
影
響

力
、
競
争
力
が
著
し
く
高
め
ら
れ
、
中
国
の
国

の
イ
メ
ー
ジ
が
早
期
に
改
善
さ
れ
、
世
界
各
国

と
の
文
化
的
関
係
が
よ
り
緊
密
に
な
り
、
国
際

文
化
事
務
に
お
け
る
役
割
が
よ
り
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、
中
国
が
提
唱
す
る
と
こ
ろ
の
文
化
の

多
様
性
を
堅
持
し
、
調
和
の
と
れ
た
世
界
を
築

き
上
げ
る
と
い
う
理
念
と
努
力
が
世
界
各
国
の

人
々
に
理
解
さ
れ
、
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
（
温
紅
彦　

李
舫
）
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